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はじめに  

１ 趣旨 
平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され、各教育委員会は

事務の管理、執行状況について点検・評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出し公表

することとなりました。これを受け、本市教育委員会では、平成２０年度より毎年度１回、教育

委員会としての点検・評価を実施し冊子にまとめ、報告・公表しています。 
点検・評価に当たっては、教育行政の客観性を一層高めるため、教育委員会事務局各課が実施

した事務事業の自己点検・自己評価に対して、教育に関して学識経験を有する３人のアドバイザ

ーから、御意見や御助言をいただきます。このアドバイスを参考に、教育委員会は今後の教育施

策の取組や進めていく方向性を総合見解としてとりまとめるものです。ここに、平成３１・令和

元年度対象の「点検・評価報告書」ができあがりましたので御報告します。 

２ 「点検・評価」の対象 
点検・評価の対象については、平塚市教育振興基本計画「奏プラン後期実施計画」に掲げた５

つの重点項目の事業を対象として実施しました。 

３ 「点検・評価」の方法 
 （１）報告書の作成 

「奏プラン後期実施計画」に掲げる５つの重点項目のもと実施した各事業の取組状況につい

て、各事業を所管する課で、外部関係者等からの御意見等を反映させながら自己評価を実施し、

報告書をまとめました。各重点項目の中で、いくつかの取組について詳細に記述するとともに、

その他事業については、一覧表形式で掲載しました。 
 （２）点検・評価会議 

客観性をより一層確保するため、２回の会議を開催し、３人の学識経験を有するアドバイザ

ーから報告書に対して様々な御助言等をいただきました。 
点検・評価アドバイザー（５０音順 敬称略） 

氏  名 所属等 

朝倉 徹 東海大学 課程資格教育センター 
     教育学研究室 教授 

古川 鉄治 白百合女子大学 人間総合学部 教授 

古屋 茂 東海大学 課程資格教育センター 非常勤講師 
元秦野市中学校長 

 （３）点検・評価報告書 ～完成版～ の作成 
アドバイザーからの御助言等を踏まえ、教育委員会としての総合的な見解を重点項目ごとに

記述し、点検・評価報告書（本冊子）を完成させました。 
以後、議会に提出、報告し、市のホームページ等で公表するとともに、事業の推進に反映さ

せ平塚教育のさらなる充実に努めます。  
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平塚市教育振興基本計画～奏プラン～について 

１ 奏プラン 基本計画の基本理念 

「市民の学びをいかした 生涯学習社会の実現」 
 
人それぞれが自分の個性や持ち味を発揮し、認め合い高め合って成長を続ける循環型の「学習

社会」の実現をめざします。 
ライフステージやニーズに応じた、主体的に学べる場が用意されている「学習社会」の実現を

めざします。 
 
２ 奏プラン後期実施計画 重点項目 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

重点項目１ 

社会を生き抜く 
力の養成 

重点項目２ 

時代の変化に 
対応した学びの推進 

重点項目５ 

学びのセーフティ 
ネットの構築 

重点項目４ 

生涯学習拠点を活用した 

地域社会の活性化 

重点項目 3 

豊かな心を育む 
 読書文化の充実 

 ◆後期重点項目（平成２７年度～令和元年度） 
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３ 平塚教育に関わる計画のイメージ図 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※このイメージ図は、今回対象となる令和元年度時点のものとなります。令和２年度より、新たな「平塚市

教育大綱」及び「第２期平塚市教育振興基本計画～奏プランⅡ～」へ移行しています。 

平塚市教育振興基本計画「奏プラン」後期実施計画 

『市民の学びをいかした生涯学習社会の実現』 
「平成 27年度（2015年度）から令和元年度（2019年度）の５年間」 

 

平塚市総合計画 

『豊かな心と文化をはぐくむまちづくり』 
「平成 28年度（2016年度）から令和 5年度（2023年度）の８年間」 

 
基本理念 

『未来の礎を築く教育のまち平塚』 
基本方針 
「確かな学力と豊かな育ちを培う教育環境の充実」 

子どもたちの生きる力を育むため、知識・技能だけでなく、学習意欲や考える

力を含む「確かな学力」の向上を図るとともに、安心・安全で快適に学べる環境

を整備します。また、子どもたち一人ひとりの健全な心と体を培い、豊かな人間

性を育むとともに、人権を尊重した「いのち」と「こころ」を大切にする教育を

推進します。 
「子どもの育ちを支援する環境の充実」 

子どもや保護者の多様なニーズに対応するため、相談体制の充実を図るととも

に、子育てを社会全体で支援する取組を進めます。また、子どもたち一人ひとり

の教育的ニーズを把握し、それぞれに合った適切な支援や援助に努めます。 
「芸術・文化やスポーツ活動にふれあう環境の充実」 

生涯学習に対する市民ニーズに対応するため、多くの学習機会を提供するとと

もに、様々な学習活動を支援し、豊かな生活をおくることができる地域社会の実

現をめざします。また、活力ある生き生きとした社会を形成するため、市民が様々

な形でスポーツと関われる環境整備を進めます。 
実施期間 
  平成 28年度（2016年度）から令和元年度（2019年度）の４年間 
 

平塚市教育大綱 
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教育委員会について 

１ 教育委員会の概要 
教育委員会は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づいて設置されています。教

育行政の基本方針や重要施策、事項について審議し、意思を決定する合議制の機関です。 
教育委員会は教育長及び４人の委員で組織され、人格が高潔で、教育、学術及び文化に関し識

見を有するもののうちから地方公共団体の長が、議会の同意を得て任命します。主な活動として

は、毎月１回定例的に開催される会議（定例会）と、緊急の要件が発生したときに開催される会

議（臨時会）などがあります。 

２ 教育委員会 構成員 

令和元年度の平塚市教育委員会の構成員は、次の５人です。（令和２年3月31日現在）   

     

教育長 
吉野 雅裕 

委員 
水谷 尚人 

委員 
林 悦子 

委員 
目黒 博子 

委員 
梶原 光令 

３ 教育委員会会議の開催状況  

 令和元年度における具体的な審議内容等については次のとおりです。 

 

４月 
【日時】  

４月１８日(木)午後２時～ 

【場所】 
市役所本館７階７２０会議室 

定例会 

 

1 教育長報告 

（1）平成31年度教職員の配置状況について 

（2）その他 

2 議案第 1号 平塚市心臓疾患判定委員会委員の委嘱について 

3 議案第 2号 平塚市腎臓疾患判定委員会委員の委嘱について 

4 議案第 3号 平塚市結核対策委員会委員の委嘱について 

5 議案第 4号 いじめ防止対策推進法第28条第 1項に規定する重大事態への 

対処方針の決定について 

6 議案第 5号 平塚市教育支援委員会委員の委嘱等について  

7 議案第 6号 平塚市博物館協議会委員の任命について 

8 陳情第 1号 平塚市立図書館の管理運営体制に関する陳情書 

9 その他 
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５月  
【日時】  

５月２７日(月)午後２時～ 

【場所】 

市役所本館３階３０４会議室 

定例会 

 

１ 教育長報告 

（１）令和元年５月１日 児童・生徒数について 

（２）令和元年度教職員の配置状況について 

（３）令和元年度各種研究委託等について 

（４）平成３０年度春期特別展「民具の物語」開催報告 

（５）博物館「こどもフェスタ２０１９」開催報告 

（６）その他 

２ 教育長臨時代理の報告 

（１）報告第１号 平成３０年度平塚市一般会計（教育関係）補正予算について 

（２）報告第２号 令和元年度平塚市一般会計（教育関係）補正予算について 

（３）その他 

３ 議案第７号 平塚市教育委員会事務局の組織に関する規則の一部を改正する規  

        則について 

４ 議案第８号 令和２年度平塚市立小・中学校で使用する教科用図書の採択のあ 

り方について 

５ 議案第９号 平塚市社会教育委員の委嘱について 

６ 議案第１０号 平塚市スポーツ推進審議会委員の任命について 

７ その他 

６月  
【日時】  

６月２８日(金)午後２時～ 

【場所】 

市役所本館７階７２０会議室 

定例会 

 

１ 教育長報告 

（１）令和元年６月市議会定例会総括質問の概要について 

（２）夏季休業中の教職員の服務等について 

（３）令和元年度平塚市教育研究所要覧について 

（４）平成３０年度教育相談統計等の報告について 

（５）その他 

２ 教育長臨時代理の報告 

（１）報告第３号 教育委員会事務局等職員の人事発令について 

（２）その他 

３ 議案第１１号 平塚市心臓疾患判定委員会委員の委嘱について 

４ 議案第１２号 平塚市腎臓疾患判定委員会委員の委嘱について 

５ 議案第１３号 平塚市結核対策委員会委員の委嘱について 

６ 議案第１４号 令和元年度平塚市体育功労者被表彰者の決定について 

７ 議案第１５号 平塚市図書館協議会委員の任命について 

８ その他 

７月 
【日時】  

７月３１日(水)午後２時～ 

【場所】 

教育会館２階中会議室 

定例会 

 

１ 令和２年度平塚市立小学校使用教科用図書の採択について 

２ 令和２年度平塚市立中学校使用教科用図書（「特別の教科 道徳」を除く）の採  

  択について 

３ 議案第１６号 令和２年度平塚市立中学校使用教科用図書「特別の教科 道徳」 
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の採択について 

４ 議案第１７号 令和２年度平塚市立小・中学校特別支援学級使用教科用図書の 

採択について 

５ 議案第１８号 平塚市立中学校給食の基本方針について 

６ 議案第１９号 平塚市立幼稚園の管理運営に関する規則の一部を改正する規則 

         について 

７ 議案第２０号 平塚市美術館協議会委員の任命について 

８ その他 

８月  
【日時】  

８月２２日(木)午後４時～ 

【場所】 

市役所本館７階７２０会議室 

定例会 

 

１ 教育長報告 

（１）令和元年度通学路安全対策合同点検実施結果について 

（２）令和元年度平塚市中学校総合体育大会結果について 

（３）その他 

２ 教育長臨時代理の報告 

（１）報告第４号 令和元年度平塚市一般会計（教育関係）補正予算について 

（２）報告第５号 平塚市立の学校の設置に関する条例の一部を改正する条例に 

ついて 

（３）報告第６号 平塚市立幼稚園の保育料の徴収に関する条例を廃止する条例に

ついて 

（４）報告第７号 平塚市立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正す 

         る条例について 

（５）その他 

３ 議案第２１号 平塚市立幼稚園の保育料の徴収に関する条例施行規則を廃止す 

         る規則について 

４ 議案第２２号 平塚市立幼稚園の管理運営に関する規則の一部を改正する規則 

         について 

５ その他 

９月  
【日時】 

９月１９日(木)午後２時～ 

【場所】 

市役所本館７階７２０会議室 

定例会 

 

１ 教育長報告 

（１）令和元年９月市議会定例会総括質問の概要について 

（２）教育研究所主催 夏期研修事業報告 

（３）第６８回市民総合体育大会の結果について 

（４）その他 

２ 教育長臨時代理の報告 

（１）報告第８号 平塚市教育支援委員会委員の委嘱等について 

（２）その他 

３ 議案第２３号 平塚市教育委員会の点検・評価について 

４ 議案第２４号 子ども・子育て支援法第７条第１０項第２号に掲げる幼稚園等 

         に係る平塚市施設等利用給付認定等に関する規則について 

５ 議案第２５号 平塚市文化財保護委員会委員の委嘱について 

６ 議案第２６号 平塚市立公民館の設置及び管理等に関する条例施行規則の一部 

         を改正する規則について 

７ その他 
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10月 
【日時】  

１０月３０日(水)午後２時～ 

【場所】 

市役所本館７階７２０会議室 

定例会 

 

１ 教育長報告 

（１）平塚市立学校における授業中の児童死亡事件に関する検証結果について 

（２）平成３０年度児童・生徒指導上の諸課題の状況について 

（３）令和元年度夏期特別展「平塚学入門」開催報告 

（４）その他 

２ 議案第２７号 令和２年度平塚市公立学校教職員の人事異動方針について 

３ 請願第１号 平塚市教育委員会会議規則第１９条に基づく請願 

４ その他 

11月 
【日時】 

１１月２１日(木)午後４時～ 

【場所】 

市役所本館７階７２０会議室 

定例会 

 

１ 教育長報告 

（１）冬季休業中の教職員の服務等について 

（２）その他 

２ 教育長臨時代理の報告 

（１）報告第９号 令和元年度平塚市一般会計（教育関係）補正予算について 

（１０月専決分） 

（２）報告第１０号 令和元年度平塚市一般会計（教育関係）補正予算について 

（３）その他 

３ 議案第２８号 保有個人情報一部開示決定処分に係る審査請求に対する裁決 

について 

４ その他 

12月 
【日時】  

１２月１８日(水)午後２時～ 

【場所】 

市役所本館３階３０４会議室 

定例会 

 

１ 教育長報告 

（１）令和元年１２月市議会定例会総括質問の概要について 

（２）令和２年度平塚市立幼稚園募集結果について 

（３）令和元年度平塚市中学校体育連盟主催大会の結果等について 

（４）令和元年度神奈川県児童・生徒の問題行動等に関する短期調査について 

（５）その他 

２ 議案第２９号 平塚市立中学校に係る部活動の方針の改定について 

３ その他 

１月  
【日時】  

１月２３日(木)午後２時～ 

【場所】 

市役所本館７階７２０会議室 

定例会 

 

 

１ 教育長報告 

（１）令和元年度文化関係コンクール等上位入賞者について 

（２）令和元年度平塚市市内駅伝競走大会結果について 

（３）その他 

２ 議案第３０号 第２期平塚市教育振興基本計画～奏プランⅡ～の策定について 

３ その他 
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２月  
【日時】  

２月１８日(火)午後２時～ 

【場所】 

市役所本館３階３０４会議室 

定例会  

 

１ 教育長報告 

（１）令和元年度中学校文化部全国・関東大会等の結果について 

（２）第７４回市町村対抗「かながわ駅伝」競走大会の結果について 

（３）令和元年平塚市スポーツ優秀選手の表彰について 

（４）平塚市子ども読書活動推進計画（第４次）の策定について 

（５）令和元年度冬期特別展「賢治がみつめた石と星」開催報告 

（６）その他 

２ 教育長臨時代理の報告 

（１）報告第１１号 令和元年度平塚市一般会計（教育関係）補正予算について 

（２）報告第１２号 令和２年度平塚市一般会計（教育関係）当初予算について 

（３）その他 

３ 議案第３１号 平塚市教育委員会事務局の組織に関する規則の一部を改正する 

         規則について 

４ 議案第３２号 平塚市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令について 

５ 議案第３３号 平塚市立学校事故・事件等調査委員会規則の一部を改正する規 

         則について 

６ 議案第３４号 平塚市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則の一部を改 

         正する規則について 

７ 議案第３５号 令和元年度平塚市教職員表彰の被表彰者の決定について 

８ 議案第３６号 令和２年度平塚市立学校長等の人事異動の内申について 

９ その他 

３月  
【日時】  

３月２６日(木)午後２時～ 

【場所】 

市役所本館７階７２０会議室 

定例会 

 

１ 教育長報告 

（１）令和２年３月市議会定例会代表質問及び総括質問概要について 

（２）令和元年度子ども教育相談センター研修等事業報告について 

（３）令和元年度就学相談・指導のまとめについて 

（４）第２０回博物館文化祭開催報告 

（５）その他 

 

２ 教育長臨時代理の報告 

（１）報告第１３号 平塚市教育委員会職員の勤務時間の割振り等に関する規則  

       の一部を改正する規則について 

（２）その他 

３ 議案第３７号 令和２年度平塚市教育の方針について 

４ 議案第３８号 平塚市教育委員会職員の職の設置等に関する規則の一部を改正 

する規則について 

５ 議案第３９号 平塚市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令について 

６ 議案第４０号 平塚市立幼稚園の管理運営に関する規則の一部を改正する規則 

         について 

７ 議案第４１号 平塚市立学校行政文書取扱規程の一部を改正する訓令について 

８ 議案第４２号 教育委員会事務局等職員の人事発令について 

９ 議案第４３号 平塚市教育委員会高等学校等修学支援生の決定について 

10 議案第４４号 平塚市立学校職員服務規程の一部を改正する訓令について 

11 議案第４５号 平塚市立地区公民館長の任命について 

12 その他 
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４ 教育長、教育委員の活動状況 

４月 ●神奈川県市町村教育委員会連合会役員会及び総会（厚木市） 

５月 ●こころの劇場（伊勢原市） 

７月 ●中学校総合体育大会 ●少年野球大会 

８月 
●教育講演会 ●少年少女水泳大会 ●市民総合体育大会 

●市長との懇談会 ●子ども読書活動推進フォーラム ●平塚市総合教育会議 

９月 ●ひらつかパラスポーツフェスタ ●市民体育レクリエーション地区大会 

１０月 

●予算検討会 ●学校長との懇談会【大住中】 

●平塚市文化祭 ●神奈川県市町村教育委員会連合会研修会（厚木市） 

●少年少女剣道大会 

１１月 

●学校訪問及び教職員との懇談会【松原小】 

●学校訪問及び教職員との懇談会【江陽中】 

●学校長との懇談会【神田小】 

●公民館フェスティバル ●通学合宿視察  

１２月 ●教育委員就退任式 ●家庭教育講演会 

１月 
●市内駅伝競走大会 ●平塚市成人式 ●市町村教育委員研究協議会（東京都） 

●スポーツ団体新年の集い 

２月 ●社会教育委員との懇談会 ●公民館まつり 

 

  
１０月 学校長との懇談会【大住中】 １１月 学校訪問及び教職員との懇談会【松原小】 

  
1１月 学校訪問及び教職員との懇談会【江陽中】 1１月 学校長との懇談会【神田小】  
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点検・評価 

「点検・評価」の対象事業の構成一覧 
重点項目１《社会を生き抜く力の養成》 
 ①子どもの学びを推進するための取組  

 事業 
紹介 

・食に関する指導事業：学校給食課 
・学力・学習状況研究会：教育指導課 

②支援が必要な子どもに対する取組 
 事業 
紹介 ・通級指導教室運営事業：子ども教育相談センター 

③広く市民が学べる環境づくりの取組 
 事業 
紹介 ・多様な学習推進事業（家庭教育学級）：中央公民館 

重点項目２《時代の変化に対応した学びの推進》 
 ①変化のある学習を実施するための取組 

 事業 
紹介 ・英語教育推進事業業：教育指導課 

②変化のある学びの研究・人づくりの取組 
 事業 
紹介 ・社会科副読本編集発行事業：教育研究所 

重点項目３《豊かな心を育む読書文化の充実》 
 ①多くの人が本と触れる機会を増やすための取組 

 事業 
紹介 ・読書活動ボランティア育成事業：中央図書館 

②学校の読書環境充実のための取組 
 事業 
紹介 ・サン・サンスタッフ派遣事業（学校司書）：教職員課 

重点項目４《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》 
 ①コミュニティの場づくりのための取組 

 事業 
紹介 

・市内スポーツ情報ポータルサイト構築・運営事業：スポーツ課 
・魅力ある美術展覧会事業：美術館 

②学んだ成果を活用するための取組 
 事業 
紹介 ・芸術文化子ども体験事業：社会教育課 

③地域を学ぶための取組 
 事業 
紹介 ・博物館特別展事業：博物館 

重点項目５《学びのセーフティネットの構築》 
 ①子どもの安全安心と学習機会確保のための取組 

 事業 
紹介 ・中学校完全給食準備事業：学校給食課 

②施設・設備の整備に関する取組 
 事業 
紹介 ・小・中学校トイレ洋式化事業：教育施設課 
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重点項目１《社会を生き抜く力の養成》 

重点項目１《社会を生き抜く力の養成》 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
①子どもの学びを推進するための取組（１５事業） 

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

1.小・中学校理科教

材等充実事業 

【対象：学校】 

科学的な知識、技能及び態度を
習得させるとともに、工夫創造
の能力を養うため、理科教材を
充実します。 

各学校から出された理科教材購入費
の要求額を配当するとともに、重点
的に整備が必要な学校に対しては、
理科教育設備等補助金を活用し、整
備を進めました。 

➙ 教育 

総務課 

2.食に関する指導事

業 

【対象：子ども】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➙ 学校 

給食課 

3.サン・サンスタッ

フ派遣事業（学習支

援補助員） 

【対象：学校】 

市内の小・中学校に学習支援補
助員を派遣し、学習・生活面での
支援をし、落ち着いて学習でき
る環境や授業体制づくりを補助
します。 

様々な支援を必要とする児童・生徒
へ学習・生活面で適切かつ細やかな
支援をし、落ち着いて学習できる環
境や授業体制づくりの補助をしまし
た。令和元年度は市内43校に110
人を派遣しました。学校現場からは
勤務日数や時間数、人数の増加を求
める要望が寄せられており、拡充と
人材確保が今後の課題です。 

➙ 教職員課 

4.生きる力を育む学

校づくり推進事業 

【対象：学校・園】 

幼児・児童・生徒の生きる力を育
む学校づくりを推進するため、
各学校（園）において、ふれあい
教育、総合的な学習の時間、芸術
鑑賞教室等を実施します。 

各学校（園）において、ふれあい教
育、総合的な学習の時間等を実施し
ました。小学校では、校外学習、中
学校では芸術鑑賞教室の実施を支援
しました。 

➙ 教育 

指導課 

5.地域に根ざした教

育推進事業 

【対象：学校】 

児童・生徒のため、地域の教育資
源を生かし、地域との密接な連
携のもと、地域に根ざした魅力
ある学校教育活動を展開しま
す。 

4期間で行われた学習支援等の大学
生ボランティアの延べ人数は18人
でした。参加人数は減りましたが、
学生たちの目的意識が高く、教師と
して必要なノウハウを学ぼうという
意識が見られました。 

➙ 教育 

指導課 

 
 
 

  （続く） 

『重点項目１』31事業は、次の３つに分類し事業を進めました。 

①子どもの学びを推進するための取組（15事業） 

②支援が必要な子どもに対する取組（10事業） 

③広く市民が学べる環境づくりの取組（6事業） 

 
・子どもの豊かな学びを支えるため、子どもの成長や発達に応じて大人が効果的に

関わり指導する体制を整えます。 

・変化の激しい社会を生き抜くことができるよう、一人ひとりにきめ細やかなサポ

ートを充実させ、社会的自立の基礎を学べる場をつくります。 

・多種多様な学習を推進するため、学びやすい環境を整えます。 

・教育力向上のための事業を展開します。 

重点とするねらい 
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重点項目１《社会を生き抜く力の養成》 

①子どもの学びを推進するための取組（１５事業）  

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

6.放課後自主学習教

室事業 

【対象：子ども】 

児童の学習意欲の向上及び家庭
学習の習慣化を目指して放課後
自主学習教室を開催し、学習支
援員を派遣し支援します。 

松延小学校と大野小学校を会場とし
て、各学校の4年生以上を対象に、
週2回、放課後に「放課後自主学習
教室」を開催しました。児童の個々の
状況に応じた学習支援を行うことが
できました。 

➚ 教育 

指導課 

7.人権教育担当者会 

【対象：教員】 

人権を尊重した学校教育を確立
するため、様々な人権問題につ
いて認識を深め、人権教育の具
体的なあり方を研究します。 

各学校の人権教育担当者を対象に、
人権教育担当者会を年間3回実施し
ました。講演会や11グループに分
かれての分科会別協議の中で、様々
な人権課題について認識を深めまし
た。 

➙ 教育 

指導課 

8.道徳教育推進事業 

【対象：教員】 

児童・生徒の道徳的実践力を育
成するため、教員を対象とした
公開授業及び授業研究会を実施
するとともに、体験活動を生か
した児童・生徒の心に響く道徳
教育を充実します。 

児童・生徒の道徳的実践力を育成す
るため、公開授業を通した授業研究
会を実施しました。また、道徳教育
推進担当者会では、道徳教育を推進
していくための手立てや課題につい
ての研修や情報交換を行いました。 

➙ 教育 

指導課 

9.幼稚園・こども

園・小中学校訪問 

【対象：教員】 

各学校（園）の要請や年間の訪問
計画に基づき、各学校（園）を訪
問し、各教科・領域や教育指導
（保育）のあり方、実践上の課題
について研究協議を行います。 

学校（園）からの要請を受けて、年
間57回の要請訪問を実施するとと
もに、15回の計画訪問を中学校で
実施しました。訪問により、教員の
指導力の向上を図りました。 

➙ 教育 

指導課 

10.授業づくり推進

員会 

【対象：教員】 

授業づくり推進員（各学校教員）
が自己課題に関する研究・実践
を深め広めるため、公開授業・授
業研究会を行います。また、公開
授業の指導案・資料等を年度末
にまとめ、各校に配布します。 

授業づくり推進員による公開授業と
研究会を年間 26 回行いました。公
開授業及び授業研究を通して、他の
教員の授業の進め方や指導ポイント
を学び合うなど、参加した教員の指
導力の向上につなげました。 

➚ 教育 

指導課 

11.学力・学習状況

研究会 

【対象：教員】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➚ 教育 

指導課 

12.研究教室・ワン

ポイント研修会 

【対象：教員】 

教職員の実践的な指導力を高め
るための研修を行います。 

夏季研究教室9回とワンポイント研
修会を5回開催しました。研究教室
では新学習指導要領の理解を深める
ための講座を実施し、ワンポイント
研修会では、プログラミング教育等、
学校のニーズに応じた研修会を行い
ました。今後も今日的教育課題の解
決を図り、教職員のニーズに応える
研修を企画していきます。 

➙ 教育 

研究所 

13.小中学校・幼稚

園研究推進事業 

【対象：教員】 

教員個々の指導力と学校（園）全
体の教育力の向上を目指すとと
もに、生きる力を育む学校づく
りを進めるための学校研究を推
進します。 

学校研究推進担当者研修会を開催
し、研究担当者の研修の機会を創出
しました。また、多くの学校が授業
研究を公開し、延べ９５人の教員が
参加するなど、積極的な学校研究を
推進しました。今後も学校研究活性
化の支援を継続します。 

➙ 教育 

研究所 

14.調査研究部会 

【対象：教員】 

小・中学校教員を研究部員とし、
今日的教育課題の調査・研究を
行います。所属部員の教育的力
量を高めるとともに、研究成果
を発信することで平塚市の教育
の発展につなげます。 

支援教育研究部会を立ち上げ、学校
の中で行われているインクルーシブ
教育の実践を情報交換したり、研究
テーマや研究の方向性を協議したり
しました。 

➚ 教育 

研究所 

 

 

 

 

  （続く） 
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重点項目１《社会を生き抜く力の養成》 

①子どもの学びを推進するための取組（１５事業） 

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

15.プラネタリウム

学習投影事業 

【対象：子ども】 

学校の教室では教え方が難しい
星の動き、月の満ち欠け、太陽の
季節変化などを自在に表現する
ことができるプラネタリウム投
影を通して、学習の理解を深め、
宇宙や天文への興味・関心を高
めたり理科好きな子どもを増や
すことにつなげます。 

学習投影枠で年間86回の投影を行
いました。多くは小学校4年生で、
学習単元に合わせて太陽と星の動き
を解説しました。学習単元以外の投
影では星座を中心に宇宙への興味を
引き出す話題を紹介しました。こち
らは7校（7回）が利用し、授業以
外での活用も進んでいます。 

➚ 博物館 

 
「①子どもの学びを推進するための取組」の主な事業紹介 

事業名 
１-①-２ 

食に関する指導事業 

対象 子ども 担当課 学校給食課 

事業概要 
正しい食事のあり方や望ましい食生活を身につけるため、給食時間や総合的

な学習の時間等の時間を利用して食に関する指導を行います。 

主な行動目標 
小学校に「食に関する指導」の計画的な実施と、中学校へも「食に関する指

導」としての助言等を行います。 

前年度比較 ➙ 
前年度よりも延べ指導回数等は減少したものの、目標としてい

た指導回数（1,000回）や残食率（8%）を達成しており、指

導効果も上がっているので、現状の規模で継続します。 

自己評価 

（実績・課

題・今後の方

向性） 

各小・中学校において食に関する指導の年間計画を作成し、食教育推進担

当教員や栄養教諭、学校栄養士等が連携して、食に関する指導を1,793回行

いました。教科や委員会活動の中で指導を展開するとともに、家庭や地域と

連携する項目もあり、保護者への試食会や料理教室、長期休暇前の給食だよ

りの発行、生産者とのふれあい給食等の事業を実施しています。 

これらにより、児童・生徒一人一人の正しい食事のあり方への理解や、望ま

しい食習慣の習得につなげました。 

今後も食の指導の充実に努め、正しい食生活への理解を深めるとともに、

食事の重要性をしっかりと伝えていきたいと考えます。 
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重点項目１《社会を生き抜く力の養成》 

「①子どもの学びを推進するための取組」の主な事業紹介 

事業名 
１-①-１１ 

学力・学習状況研究会 

対象 教員 担当課 教育指導課 

事業概要 全国学力・学習状況調査について、結果の分析、活用等について研究します。 

主な行動目標 

全国学力・学習状況調査について、市全体の課題等を共有するとともに、各学

校における調査結果の取扱い、分析、活用等について確認し、今後の教育指導

の充実や学習状況の改善を目指し、より効果的な取組や活用の仕方を研究し

ます。 

前年度比較 ➚ 
取組を継続し、全国学力・学習状況調査の分析結果を今後の教

育指導の充実や学習状況の改善に活用することを目指しまし

た。 

自己評価 

（実績・課

題・今後の方

向性） 

全国学力・学習状況調査について、市の結果分析をする際に、特徴的な小・

中学校数校の校長先生に直接聞き取りをしました。分析結果は、小・中学校の

先生方と共有し、今後の授業改善、クラスづくりについての方向性を示すこ

とができました。 

また、各学校においても、全国学力・学習状況調査の結果分析をして、その

結果をどう活用し、学力向上を目指すのかについて中学校区別のグループ協

議を行いました。地域の子どもを共に育てていくという視点を大切にしたグ

ループ協議は有効だと考えます。 

市全体の結果の分析概要や各学校の分析結果については、市のウェブサイ

トで公表するとともに、学校ごとに保護者へのフィードバックに努めていま

す。  

今後も全国学力・学習状況調査の分析結果を各教員が自分事としてとらえ

て活用し、教育指導の充実や学習状況の改善がなされるよう、学校訪問の際

に指導主事が積極的に話題にするなどの啓発活動を行います。さらにグルー

プ協議の持ち方を工夫し、より充実した研究会になるよう工夫します。 
 
事業に対する学校からの評価（5段階評価の平均値） 

   
  

4.1 

3.9 
4.0 

3

3.5

4

4.5

5

H29 H30 R元

3.9 
3.8 

4.0 

3

3.5

4

4.5

5

H29 H30 R元

全国学力・学習状況調査の結果について、 

自校の分析、活用等に生かせる内容であった。 

今後の教科等の指導に 

生かせる内容であった。 
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重点項目１《社会を生き抜く力の養成》 

②支援が必要な子どもに対する取組（１０事業） 
事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

1.サポートチームシ

ステム推進事業 

【対象：教員】 

児童・生徒の問題行動等に対し
て、地域や関係機関等と連携し、
具体的な指導、支援を行います。 

市サポート連絡会を３回、各中学
校区サポート委員会を1～３回開
催しました（新型コロナウイルス
感染症対策により、２回目の開催
を中止した中学校区がありまし
た）。児童・生徒の問題行動等今
日的な問題への対策を話し合い、
地域や関係機関と連携し、指導・
支援を行いました。 

➚ 教育 

指導課 

2.児童・生徒指導担

当者会 

【対象：教員】 

小・中学校の協力体制の確立、指
導体制の強化及び指導の充実を
図るため、児童・生徒指導担当者
会を開催し、情報交換・相互研修
を行います。 

年間、児童指導担当者会を4回、
生徒指導担当者会を5回開催し、
情報交換・相互研修を行いまし
た。今後も児童・生徒の健全な育
成をめざし、小・中学校の協力体
制を確立し、指導の充実を図りま
す。 

➙ 教育 

指導課 

3.教育相談・支援教

育研修・研究推進事

業 

【対象：学校】 

特別な教育的配慮を必要とする
幼児・児童・生徒を支援するた
め、学校（園）教職員及び子ども
教育相談センター職員を対象に
各種研修会・研究会を開催する
とともに、必要に応じて小・中学
校に相談支援チームを派遣し
て、校内支援体制の整備を推進
します。 

中学校区をもとにしたブロック毎
に、特別支援学級訪問研究会を行い
ました。スーパーバイザーが入った
事例研究会を、中学校区を指定して
年間6回開催するとともに、相談支
援チームを派遣し、特別な教育的配
慮を必要とする児童・生徒への適切
な支援の検討を行いました。 

➙ 
子ども 

教育相談 

センター 

4.スクールカウンセ

ラー派遣事業 

【対象：学校】 

児童・生徒の様々な問題を解決
するため、本人や保護者のカウ
ンセリングを行い、教職員を援
助するスクールカウンセラーを
各学校に派遣します。 

市のスクールカウンセラー13人を
分校を除いた小学校28校及び中
学校9校に週1回、中学校4校に
2週に1回派遣しました。 

➙ 
子ども 

教育相談 

センター 

5.スクールソーシャ

ルワーカー派遣事業 

【対象：学校】 

問題を抱えた児童・生徒が置か
れた「環境への働きかけ」や「関
係機関とのネットワークの構
築」などにより、問題行動等の未
然防止や早期解決に向けた対応
を図るため、社会福祉に関する
専門的な知識や技術を有するス
クールソーシャルワーカーを各
学校へ派遣します。 

スクールソーシャルワーカー3 人
を各小・中学校からの要請に応じて
派遣しました。新規及び前年度から
継続している相談件数は、小学校で
は 83 件、中学校では 122 件でし
た。学校、関係機関、家庭等を延べ
173回訪問し、相談、情報提供を行
いました。 

➙ 
子ども 

教育相談 

センター 

6.適応指導教室事業 

【対象：子ども】 

学校に登校しないあるいはした
くても出来ない児童・生徒のた
めに相談や集団活動を行う適応
指導教室を運営します。 

通室に向けて体験通室を希望した
児童・生徒は37人で、そのうち
12人が正式通室生となりました。
正式通室中学3年生9人の進学が
決まりました。 

➙ 
子ども 

教育相談 

センター 

7.就学相談・指導事

業 

【対象：子ども】 

特別な教育的配慮が必要と思わ
れる児童・生徒に、適切な就学相
談・指導を行います。 

210件の就学相談・指導を実施し
ました。平塚市教育支援委員会を
5回開催し、147人の調査、審議
及び判定を行いました。 

➚ 
子ども 

教育相談 

センター 

8.介助員派遣事業 

【対象：学校・園】 

障がいのある子どもたちが学校
（園）生活を円滑に送れるよう
にするため、学習活動や日常生
活を支援する介助員を派遣しま
す。 

介助員を小学校に90人、中学校
に19人、障がい児枠として公立
幼稚園に6人、医療的ケアを行え
る介助員を小学校に8人派遣しま
した。障がいのある幼児・児童・
生徒が安心・安全な学校（園）生
活を送ることができるよう支援し
ました。 

➚ 
子ども 

教育相談 

センター 

 

  （続く） 
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重点項目１《社会を生き抜く力の養成》 

②支援が必要な子どもに対する取組（１０事業） 

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

9.教育相談事業 

【対象：子ども】 

心や体に悩みや課題を持つ子ど
もやその保護者に対し、各専門
機関と連携しながら相談、指導
を行います。 

心や体に悩みや課題がある児童・
生徒及びその保護者に対し、学
校、各専門機関と連携しながら教
育相談を行いました。不登校によ
り家に引きこもっている児童・生
徒への訪問相談を131回行いまし
た。指導主事と巡回相談員がこど
も家庭課職員と一緒に全小学校を
巡回し、就学移行支援、継続支援
を行いました。 

➙ 
子ども 

教育相談 

センター 

10. 通級指導教室運
営事業 

【対象：子ども】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➚ 
子ども 

教育相談 

センター 

 
「②支援が必要な子どもに対する取組」の主な事業紹介 

事業名 
１-②-１０ 

通級指導教室運営事業 

対象 子ども 担当課 子ども教育相談センター 

事業概要 
特別な教育的支援を必要とする児童・生徒に対して適切な支援を行うため、

通級指導の充実を図るとともに、通級指導教室の今後のあり方について検討

します。 

主な行動目標 
通級指導教室運営委員会において、通級による指導の現状を把握するととも

に、通級指導教室の今後の在り方について検討します。 

前年度比較 ➚ 
崇善小学校、勝原小学校通級指導教室において 197 名の児童

に対する指導を行いました。前年度より増加した児童に対して、

指導の充実を図りました。 

自己評価 

（実績・課

題・今後の方

向性） 

通級指導教室運営委員会を計６回実施し、通級による指導の必要性につい

ての意見聴取と、指導の現状と課題について協議しました。 

通級指導教室が２校となり、増加する対象児童への指導がよりきめ細かく

行われるとともに、通級に伴う保護者の負担が軽減しました。担当教員が在

籍校を訪問することも容易になり、通級での指導が在籍学級で担任の指導に

生かされ、児童の困難さの解消につながりました。「通級指導教室訪問研究会」

の年４回の実施により、教員の資質や指導力の向上を図られ、在籍校の担任

も参加してもらうことで在籍校

との連携も進みました。 

今後も対象児童が益々増加し

ていくことや、中学生のニーズへ

の対応が課題として出されてい

ます。引き続き「通級指導教室運

営委員会」での協議を通して通級

による指導の充実を図るととも

に、増加する通級による指導のニ

ーズを踏まえ、設置校の拡大も含

めた通級指導教室の今後の在り

方について検討します。 

135

134

123

111

106

97

62

51

41

37

32

32

R元

H30

H29

H28

H27

H26

通級による指導を受ける児童数

ことば まなび

129 

138 

148 

164 

185 

197 
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重点項目１《社会を生き抜く力の養成》 

③広く市民が学べる環境づくりの取組（６事業） 
事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

1.地域教育力ネット

ワーク推進事業 

【対象：地域・子ど

も】 

子どもたちの生きる力を育むた
め、各地区において、世代間交
流、体験事業等を実施するほ
か、こどもサポート看板の設
置、パトロール等の共通事業を
行います。 

パトロール等地域全体で子どもを
見守る活動や地域の特色や人材を
生かした体験事業が各地区で実施
され、子どもたちの協調性や思い
やりの心などを育む機会を提供し
ました。また、研修会では地域と
学校の連携・協働活動の担い手と
しての意識啓発を図りました。今
後も定例会等での情報共有や意見
交換により活動内容の充実を目指
します。 

➙ 社会 

教育課 

2.放課後等子どもの

居場所づくり推進事

業 

【対象：地域・子ど

も】 

放課後や土曜日等に、地域の多様
な経験や技能を持つ人材等の協
力により、子どもたちが学習や文
化活動、地域住民との交流活動な
どを継続的に体験できる取組を
推進します。 

やわた子ども村と港放課後子ども
教室では、年間を通じて前年度並
みの活動を実施しました。子ども
たちの放課後等の安全で健やかな
居場所づくりの更なる充実を図る
ため、今後も事業の拡充・充実に
向けて庁内関係課と連携し、地域
や学校に働きかけていく必要があ
ります。 

➙ 社会 

教育課 

3.多様な学習推進事

業（シニア学級） 

【対象：市民】 

家庭、社会における高齢者の役割
等の学習や趣味、創作、社会活動
を通して、積極的な姿勢で社会変
動に対処する能力を養い、健康で
明るい老後の生活設計に資する
事業を展開します。 

シニア特有の課題をテーマとした
事業を、高齢福祉課や市民病院、ま
た地域団体との共催により実施
し、専門家の指導による学習の機
会を提供しました。高齢社会が加
速する中、課題が多くなることか
ら、地域団体や関係部署との連携
を図り、互いの知識・ノウハウを生
かします。 

➙ 中央 

公民館 

4.多様な学習推進事

業（家庭教育学級） 

【対象：市民】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➙ 中央 

公民館 

5.多様な学習推進事

業（児童・生徒地域

参加事業） 

【対象：市民】 

異なる学年の児童・生徒が集ま
り、さまざまな創作活動や体験学
習などを通して、集団生活や規律
について学ぶとともに、地域の
人々との交流を深める事業を展
開します。 

茶道や華道の和文化の体験や、盆
踊り大会、デイキャンプ等を実施
しました。今後は学校行事や児童・
生徒が参加する地域行事を把握し
ながら、より多くの児童・生徒が集
団生活や規律を学ぶ場を提供して
いきます。 

➙ 中央 

公民館 

6.多様な学習推進事

業（中央公民館事

業） 

【対象：市民】 

継続的・専門的に教養を高める学
習の場としての市民大学講座、実
生活に役立つ知識や技能の習得
の場としての市民アカデミーを
開催し、生涯学習の推進と学習成
果の評価・活用をめざします。 

進化の歴史など、人が皆、同起源で
あることを意識する「私のルーツ
を考える」など、全12講座を開催
しました。グループづくりを促す
ため小人数の講座をいくつか開催
したため、全体の参加者数は減少
しましたが、連続講座で参加者の
つながりが生まれる学習機会とな
りました。今後は継続グループの
形成を促す必要があります。 

➙ 中央 

公民館 
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重点項目１《社会を生き抜く力の養成》 

「③広く市民が学べる環境づくりの取組」の主な事業紹介 

事業名 
１-③-４ 

多様な学習推進事業（家庭教育学級） 

対象 市民 担当課 中央公民館 

事業概要 

幼児や児童・生徒を持つ保護者を対象に、親として心身ともに健全で豊かな

人間性と創造性を持ち、主体的に行動できる人間像をめざして、子どもを取

り巻く諸問題等について相互学習し、家庭教育や社会生活に関する事業を推

進します。 

主な行動目標 家庭教育学級に参加する人を増やします。 

前年度比較 ➙ 
前年度に比べ、参加者数は減少したものの、新規事業立ち上げ

や父親向けの事業展開をするなどの工夫をし、多様な分野の学

習機会を提供しました。 

自己評価 

（実績・課

題・今後の方

向性） 

新規事業として「東海大生に教わる 親子でトライ！サイエンス教室」を

実施し、光・空気の実験ショーや人工いくら、クロマトグラフィーを親子で体

験する機会を提供しました。 

なお、「父親を10倍楽しむ～いい父親ではなく、笑っている父親になろう

～」や「パパとふれあいストレッチ～希望する母親はビューティーストレッ

チ～」を実施し、男性が育児に参加する機会を提供しました。今後は、引き続

き小中学校等と連携して事業を企画・実施します。 

 
家庭教育学級の事業数と参加人数推移 
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重点項目１《社会を生き抜く力の養成》 

 
 
 
●アドバイザーからの意見 
①新学習指導要領に変わり、これからの授業の在り方については、児童生徒が学習に対し、

意欲や関心を持つためにどうしたらよいかがポイントになる。教える授業ではなくて、子

どもが学ぶ授業という視点で取り組んでほしい。その視点からも「授業づくり推進員会」

は、ベテランと経験の浅い教員が交流することで教員の力量アップにつながると思うの

で、引き続き取り組んでほしい。また、「学力・学習状況研究会」を通じて、児童生徒の

学びについて分析していると思うが、どのように授業改善していくのかという部分もしっ

かり情報共有してもらいたい。21世紀は読解力が鍵になると言われている。平塚市の子

どもたちの学力向上のために、様々な取組の工夫を行うことが重要である。 

②「多様な学習推進事業（家庭教育）」に関しては、今抱えている課題を精査し、事業を推

進していくと保護者にとって役立つ講座になると思う。また、取組に関しての子どもや保

護者がその後どうだったのか、参加者のフィードバックをしっかり把握してもらいたい。

多様な家庭がある中で、子どもの成長に関して課題や悩みを抱えている家庭もあるので、

行政による様々なサポート制度があるということを市民に知らせることも必要である。 

③通級指導では、通級児童の家庭や在籍校教員との連携を大事にしてもらいたい。中学にお

ける通級の必要性などは今後の課題となる。通級指導教員以外の教員の力量アップも重要

で、「ここを配慮して支援しよう」という視点をしっかり持つことが大事である。 
 

●意見を受けての教育委員会の総合見解 

①研究会等を通じ、教職員の意見交換の場では、授業に限らず、教室掲示や朝の会といった

学校生活全般の話がよく出てきます。それは授業改善のために必要なことが授業力と学級

経営力の両輪であることの表れであると捉えています。また、小・中連携の取組において

も最近は「学習の仕方」についても情報を共有し、揃えられるところは揃えてほしいと依

頼しています。それが、児童生徒が安心して学習に取り組める環境を整えることとなり、

意欲関心を持って学習に取り組むことにつながると考えています。引き続き、子どもたち

の豊かな学びを支えるために、事業の分析も含め、取り組んでまいります。 

②家族が集う場というのを今後も大切にしていきたいと考えています。そのためには、また

来たくなる企画というのが重要であると認識しています。参加した家族が笑顔になれるよ

うな企画を立案するためにも、参加者の声にしっかりと耳を傾け、今後も検討を進めてい

きたいと思います。また、家庭を支援する様々な取組に関しては、学校等とも連携し、周

知が図られるよう努めてまいります。 

③通級指導に関しては、各指導室に観察室があり、対象児童への接し方、指導方法などを見

ることができるようになっています。家庭で同じような取組ができると大きく改善につな

がるので、保護者にも指導を見学してもらい、指導終了後に担当教員との話をするように

しています。また、在籍校の教員にも通級指導の状況を見てもらうことで、情報共有し指

導に生かしてもらうようにしています。近年ニーズが増えてきている中で、通級のない中

学校との連携も含め、平塚市としての取組を周知していけるよう努めてまいります。 

重点項目１《社会を生き抜く力の養成》に関する総括 
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重点項目２《時代の変化に対応した学びの推進》 

 

重点項目２《時代の変化に対応した学びの推進》 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
①変化のある学習を実施するための取組（５事業） 

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

1.外国人英語指導

者の学校訪問事業 

【対象：学校】 

幼児、児童、生徒の英語に対す
る興味・関心を高め、英語や外
国の生活・文化に親しむ態度の
育成を図るため、外国人英語指
導者が幼稚園、小学校、中学校
を訪問します。また、小・中学
校の希望により長期休業中等
にも訪問します。 

小学校では、1・2年生で1クラスあたり
年間３時間、3・4年生で年間８時間、5・
6年生で年間25～２８時間の外国語活動
を実施しました。 
また、中学校では、1 クラスあたり年間
13時間程度の授業を実施し，英語科の教
科指導の充実を図りました。小学校におけ
る訪問時間の増加について検討しました。 

➚ 教育 

指導課 

2.日本語指導協力

者派遣事業 

【対象：学校】 

学校（園）における日本語指導、
母語指導、生活適応指導等を支
援するため、日本語指導が必要
である幼児・児童・生徒に対し
て、要請に応じて日本語指導協
力者を派遣します。 

日本語指導が必要である幼児・児童・生徒
143 人に対して、日本語指導協力者を派
遣しました。今後も日本語指導を希望して
いる幼児・児童・生徒に手厚い支援ができ
るよう努めます。 

➙ 教育 

指導課 

3.中学校部活動推

進事業（地域指導

者派遣事業） 

【対象：学校】 

中学校における部活動育成及
び活性化のため、各学校の要請
に応じ、専門的資質を有する部
活動地域指導者を顧問の指導
協力者として派遣します。 

各中学校及び地域に地域指導者延べ 98
人を派遣し、部活動育成及び部活動の活性
化を支援することができました。今後も円
滑な部活動指導が実施されるよう支援し
ます。 

➙ 教育 

指導課 

4.英語教育推進事

業 

【対象：子ども・

教員】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➚ 教育 

指導課 

5.サッカー文化の

振興によるまちづ

くり事業 

【対象：子ども】 

サッカー文化を振興するため、
湘南ベルマーレによる小学校
巡回授業やコーチによるサッ
カー教室等を実施します。 

幼稚園・保育園の巡回教室や小学校巡回授
業、幼稚園サッカー交流大会、前年から女
子への指導も加えたトレセンへのコーチ
派遣など、幼少期に重きをおいたサッカー
に触れる機会や強化を図りました。なお、
年度末に予定していた事業については、新
型コロナウイルス感染症対策により一部
実施を中止しました。 

➙ スポーツ 
課 

  

 
・外国語教育や情報リテラシー（情報処理能力）、スポーツ指導など、専門性があ

り時代や社会により大幅な変化があるものに対応できる人づくりをすすめます。 

・変化に対応するために、常に新しい情報の収集や研究を進め、情報の共有化に努

めます。 

・地域や学校で連携し、それぞれの特徴を生かした教育環境をつくります。 

重点とするねらい 

『重点項目2』13事業は、次の２つに分類し事業を進めました。 

①変化のある学習を実施するための取組（5事業） 

②変化のある学びの研究・人づくりの取組（8事業） 
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重点項目２《時代の変化に対応した学びの推進》 

 

＜講師による訪問研修＞ 

年度 回数 参加者 

H30 2 校×2回 88人 

R 元 3 校×2回 149人 

※H30は学級閉鎖で1回は中止 

＜小学校外国語活動｢サマー研修｣＞ 

年度 回数 参加者 

H30 半日×１回 43人 

R 元 1 日×2回 64人 

 

＜中学校英語検定奨励金交付＞ 

年度 志願者 

H30 334人 

R 元 380人 

 

「①変化のある学習を実施するための取組」の主な事業紹介 

事業名 
２-①-４ 

英語教育推進事業 

対象 子ども・教員 担当課 教育指導課 

事業概要 

小・中学校における英語教育の充実のため、小学校外国語活動に関わる講師

招聘による研修会等を実施するとともに、外国人英語指導者の効果的な活用

を支援します。また、実用英語技能検定の検定料を補助します。 

主な行動目標 
小学校教員及び中学校英語科教員を対象に外国語活動及び外国語科の授業力

向上を図ります。また、実用英語技能検定の検定料を補助します。 

前年度比較 ➚ 研修会の内容を充実させ、回数を増やし、英語教育の充実のた

め教員の指導力向上を図りました。 

自己評価 

（実績・課題・

今後の方向性） 

「講師による訪問研修」おいては、希望者（小・中学校教員）に加え、会

場校の教員の授業力向上を集中的に行うため会場校3校につき2回ずつ研修

を行い、前年度に比べ多くの教員の授業力向上を図りました。今後は、参加

していない小学校の教員にも広く研修

内容を共有することに加え、中学校の教

員にも小学校での外国語教育をより一

層理解してもらい、中学校での指導に生

かしてもらえるようにしていきたいと

考えています。 

外国語活動の授業経験の少ない小学

校教員を対象に、英語教育推進リーダーと指導主事による講話及びワークシ

ョップを通して行う小学校外国語活動｢サマー研修｣では、研修内容を充実さ

せることに加え、2 回の研修会をもつことで前年度に比べ多くの教員に外国

語教育について理解してもらうとと

もに授業力向上を図りました。今後

は、ますます求められている効果的な

ティーム・ティーチングのための研修

をより一層充実させたいと考えてい

ます。 

「中学校英語検定奨励金交付」につい

て、生徒の英語に対する興味・関心を高め、

コミュニケーション能力の基礎を養うと

ともに、学習意欲を高めるために、前年度

に引き続き、各家庭への制度の周知を行

い、前年度を上回る志願者数となりまし

た。 
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重点項目２《時代の変化に対応した学びの推進》 

 
②変化のある学びの研究・人づくりの取組（８事業） 

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

1.中学校部活動推進

事業（研究推進協議

会） 

【対象：教員】 

中学校部活動の活性化を図るた
め、活動状況を調査し、諸課題
解決のために研究協議を行いま
す。 
 

校長会代表、教員代表、地域指導者
等からなる研究推進委員で各中学
校部活動の諸課題解決や練習時間、
休養日の設定について協議しまし
た。今後も、各学校においてよりよ
い部活動運営が展開されるよう推
進協議会で協議します。 

➙ 教育 

指導課 

2.幼・保・小・中連携

の推進事業 

【対象：教員】 

幼稚園、こども園、保育所、小
学校、中学校の指導の一貫性を
図るため、幼・保・小・中連携
学習研究会等を通して指導のあ
り方や指導上の問題点等につい
て研究、協議を行います。 

中学校とこども園を会場に連携学
習研究会を実施し、連携学習会を通
して、子どもの発達の段階を考慮し
た指導のあり方や指導上の課題に
ついて、相互理解を深めました。今
後も学校種間の連携が深められる
よう検討します。 

➙ 教育 

指導課 

3.教育の情報化推進

事業 

【対象：学校・教員】 

小中学校の職員室等に配備した
校務用システム及び学校内の各
種システム、また各小中学校と
教育委員会を結ぶネットワーク
を適正に管理、運用します。 

校務支援システムの操作研修（初任
者研修2回、成績機能研修２回、学
籍研修３回、その他2回）や情報教
育を授業に繋げるための担当者研
修会を3回実施しました。情報セキ
ュリティの向上と、普段からの教職
員の情報モラルを高く保つように
継続して研修等を実施します。 

➙ 教育 

研究所 

4.小・中学校情報教育

推進事業 

【対象：学校】 

小・中学校パソコン教室のＩＣ
Ｔ機器の充実を図るとともに、
普通教室等のＩＣＴ機器の環境
整備を行い、日常的な授業での
活用をめざします。また、校内
ネットワーク、学校間ネットワ
ーク等を活用した情報教育の充
実をめざします。 

パソコン教室にあるＩＣＴ機器の
保守及び定期的な更新を行うとと
もに、普通教室等へのＩＣＴ機器の
環境整備を進め、授業等での活用を
めざします。 

➙ 教育 

研究所 

5.教育講演会 

【対象：教員】 

今日的な教育課題をテーマに教
育講演会を開催し、教職員の資
質向上をめざします。 

こころ元気研究所の鎌田敏氏によ
る講演会「こころ元気に仕事をする
には！～教師の元気、子供たちの笑
顔のために～」を開催しました。参
加型の講演により、教職員のメンタ
ルヘルスや意欲の向上等に繋げま
した。今後も教育課題解決に向けた
教育講演会の企画運営を行ってい
きます。 

➙ 教育 

研究所 

6.社会科副読本編集

発行事業 

【対象：学校】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➙ 教育 

研究所 

7.スポーツ指導者登

録・活用事業 

【対象：市民】 

スポーツ指導者登録制度を創設
し、登録及び活用を図ります。 

現在登録者数は4人であり、登録活
用につながっていません。本制度に
ついては、スポーツ推進審議会で取
り上げ、頂戴した意見を踏まえ、見
直しの検討を継続します。 

➘ スポーツ 
課 

8.スポーツ指導者育

成事業 

【対象：市民】 

本市のスポーツ振興及び競技力
の向上を図るため、各種スポー
ツ指導者の資質と指導力の向上
を目的として指導者講習会を開
催します。 

「安心安全なスポーツ環境づくり
とケガ予防のためのコンディショ
ニング」をテーマに開催し、小・中
学生の指導者 148 人が参加しまし
た。参加した指導者からは、実践的
な内容であり、是非日常の指導に取
り入れたいといった意見が寄せら
れました。 

➙ スポーツ 
課 
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重点項目２《時代の変化に対応した学びの推進》 

 
「②変化のある学びの研究・人づくりの取組」の主な事業紹介 

事業名 
２-②-６ 

社会科副読本編集発行事業 

対象 学校 担当課 教育研究所 

事業概要 
郷土の歴史・地理・産物等を学ぶため、小学校３・４年生の社会科副読本を

発行します。 

主な行動目標 
最新の統計資料を反映した市内小学校３・４年生向け副読本「わたしたちの

平塚」を発行します。 

前年度比較 ➚ 令和2年度全面実施の小学校新学習指導要領に基づき、１０年

ぶりに全面改訂を行いました。 

自己評価 

（実績・課題・

今後の方向性） 

新学習指導要領に対応した小学校3・4年生の社会科副読本の発行に向け、

平成 29 年度に「地域資料開発研究部会」を発足させました。3 年間かけて

関係機関への取材や資料収集、原稿の作成等を行い、令和2年 3月に市内全

小学校に配布しました。 
内容としては、平塚市全体の市域や土地形状、産業、くらし等に関して紹

介しながら、「わたしたちのまち」として自分の住んでいる地域のことを調べ

学習ができる構成となっています。昭和 25 年頃の現平塚市の市域図や各自

で書き込みができる市域の白地図なども添付しています。 

今後は、データ等の情報を最新のものに更新するなど少しずつ改訂しなが

ら、毎年度末に市内全小学校に配布する予定です。 

 

社会科副読本「わたしたちの平塚」のページ抜粋 
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重点項目２《時代の変化に対応した学びの推進》 

 
 
 
 
●アドバイザーからの意見 
①令和2年度より小学校で本格実施している英語教育だが、理想は毎時間、外国人英語指導

者を活用することが望ましいが、その他にも地域・保護者等で英語が堪能な人を活用して

いる事例もある。また、理科・音楽・英語については専科教員が望ましいと国の指針が出

ているが、小学校教員の負担感が多い中で、今後平塚市としてどう取り組んでいくのか検

討が必要だと思う。少人数での英語指導も今後は必要性が高まってくる。 

②部活動について、新学習指導要領では持続可能な運営がテーマになっていると思う。活動

時間・休養に関して、ガイドラインをしっかり守ってもらいたい。教科指導と部活動のバ

ランスに加え、新型コロナウイルス感染症による教員の負担感もあるが、まずは授業を優

先してもらいたい。教材研究や生徒に向き合う時間の確保が大切である。地域指導員の課

題も含めて、平塚市としてどう進めていくのか検討してもらいたい。 

③社会科副読本については、ここで大改訂したということだが、歴史・地理・災害・地図等

工夫されていて学習しやすい構成になっている。特定の企業を取り上げることは難しいか

もしれないが、平塚市が産業によって発展したことは事実であり、「まち」への愛着、結び

つきを強くするには、もう少し産業面についての記載があってもよいと思う。平塚市のこ

とを深く知ることができる貴重な資料なので、デジタル化して広く市民が活用できるよう

になればいいと思う。 

 

●意見を受けての教育委員会の総合見解 

①本市小学校では、6人の英語専科担当教員を任用し、主に外国語が教科化となった高学年

を中心に市内12校で授業を行っています。授業の実施に当たっては、児童の実態を十分

理解している担任や英語専科担当教員が、外国人英語指導者と一緒にティーム・ティーチ

ングを行い、児童が英語に触れる機会を充実させてまいります。また、地域人材や教科担

任制による専科教員の活用等については、児童生徒や教職員のためになるよう指導体制の

充実に向けた検討をしてまいります。 

②国の部活動に関するガイドラインに基づいて、本市の部活動の方針も休養日を「原則とし

て週当たり2日以上の休養日を設ける。平日は少なくとも1日、土日も少なくとも 1日、

週末の大会参加の場合は休養日を振り替える。」としています。全国的な中学校教員の時間

外勤務は10年前に比べ倍増しています。部活動指導がその要因の1つとも言われますの

で、学校やPTAとも情報共有・連携しながら、今後も引き続き、授業と部活動をしっかり

と両立させ展開できるような環境づくりを進めてまいります。 

③社会科副読本に関しては、授業の中で楽しく学習ができるよう、見やすさと使いやすさに

こだわりました。今後、1人 1台タブレットという環境が進む中で、デジタル化の検討も

必要があると考えています。その際は、市民への活用という視点も持ちながら検討を進め

てまいります。 

 

重点項目2《時代の変化に対応した学びの推進》に関する総括 
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重点項目３《豊かな心を育む読書文化の充実》 

 

重点項目３《豊かな心を育む読書文化の充実》 

 

 

 

 
 
 
 
 
①多くの人が本と触れる機会を増やすための取組（６事業） 

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

1.来館出来ない人へ

の図書館サービス事

業 

【対象：市民】 

図書館に来館出来ない人のた
めに、移動図書館車等を活用
し、入所施設等への出前図書館
を実施します。また、障がいの
ある方に対して、郵送等によ
り、資料の貸出を行います。 

新型コロナウイルス感染症の影響があ
りながらも、前年度より団体等への貸出
回数は増加しました。高齢者利用施設へ
の出前図書館等、利用団体が徐々に増え
ています。郵送貸出点数は大幅に増えた
平成29年度より減りましたが、前年度
より増加しました（244→92→192
点）。障がい者サービスを必要としてい
る市民へのＰＲを継続します。 

➚ 中央 

図書館 

2.図書館資料の 

収集・提供事業 

【対象：市民】 

生涯学習支援のため、館内閲覧
や館外貸出、読書案内、調べ物
などに必要な資料を収集・整理
し提供します。 

前年度好評だった体験型講座のステッ
プアップ版として実施したＲＵＮ×Ｌ
ＩＢＲＡＲＹ、新元号にちなんだ万葉集
関連の展示など、市民の関心が高いテー
マの資料を提供し、資料の利用につなげ
ました。３月に臨時休館したため貸出点
数は減少しました。今後も市民が必要と
する資料・情報を収集し提供します。 

➘ 中央 

図書館 

3.市民の図書館体験

事業 

【対象：市民】 

図書館業務への市民の理解と
関心を高めるため、図書館業務
の体験事業を実施します。 

土日や平日夕方にバックヤードツアー
を実施するなど、開催方法を工夫するこ
とで、一日図書館員と合わせて229人
が参加しました。さらに参加しやすい日
程・内容等の工夫が必要です。また教員
や中高生、大学生等の体験受入事業を実
施し、普段見られない書庫や業務を知っ
ていただき図書館への理解を深めても
らえました。 

➚ 中央 

図書館 

4.レファレンス・サ

ービス事業 

【対象：市民】 

情報を求める市民に対し、図書
館職員がその要求を分析しな
がら図書館資料等を利用して、
市民が求めている情報を提供
します。 

中央図書館参考室のサービスの掲示を
工夫して質問しやすいようにしたほか、
職員研修を実施するなどして体制の強
化を図りました。レファレンス事例やテ
ーマ別の資料リストをホームページに
掲載し、自宅で情報が得られるようにし
ました。受付件数は合計 28,775 件と
目標に達したものの、前年度に比べて
2,009件減少しました。 

➙ 中央 

図書館 

 

 

 

 

 

  （続く） 

 
・本を読む喜びを味わい、豊かな人間性をはぐくむ読書環境をつくります。 

・読書を通して多くの学びを得られる学習環境をつくります。 

重点とするねらい 

『重点項目3』10事業は、次の２つに分類し事業を進めました。 

①多くの人が本と触れる機会を増やすための取組（6事業） 

②学校の読書環境充実のための取組（4事業） 
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重点項目３《豊かな心を育む読書文化の充実》 

 

①多くの人が本と触れる機会を増やすための取組（６事業）  

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

5.ブックスタート事

業 

【対象：市民】 

絵本を通して豊かな子どもの
心を育て、親子の絆を養うため
地域のすべての赤ちゃんと保
護者に「赤ちゃんと絵本を楽し
む時間の大切さ」を伝えながら
絵本を直接手渡します。 

3月分の開催中止により、前年度に比べ
て参加率は下がりました。しかし、保健
センターの 7 か月児相談での参加が増
えており、他事業とあわせての開催によ
り参加がしやすくなり、事業の認知度も
高まっていると考えます。引き続き、よ
り多くの子どもやその家族に絵本の楽
しさを知っていただけるよう実施しま
す。 

➘ 中央 

図書館 

6.読書活動ボランテ

ィア育成事業 

【対象：市民】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➚ 中央 

図書館 

「①多くの人が本と触れる機会を増やすための取組」の主な事業紹介 

事業名 
３-①-６ 

読書活動ボランティア育成事業 

対象 市民 担当課 中央図書館 

事業概要 
おはなし会、ブックスタート、映画会などのボランティアを発掘するととも

に、学校や地域のボランティアに対して各種講習会を行い、育成します。 

主な行動目標 ボランティアへの活動支援のため、各種講習会を開催します。 

前年度比較 ➚ 
新型コロナウイルス感染症対策による事業中止の影響等もあ

り、図書館主催の講座の参加者数は減少したものの、講師派遣

では各種会議での事業紹介や申込書の配布により、全講座の参

加者が前年度の151人から168人に増加しました。 

自己評価 

（実績・課題・

今後の方向性） 

1 外部講師を招き、2講座を実施しました。 

（1）「初心者向け読み聞かせ講座～よみきかせのきほん～」（全2回） 

参加者合計延べ47人 

（2）「経験者向け読み聞かせ講座～東京子ども図書館のおはなし会に学ぶ～」

（全2回の予定が1回のみ） 参加者26人 

2 各中学校区子ども読書活動協議会や学校司書等からの依頼に応じて、図書

館職員を講師として派遣しました。絵本の読み語り、著作権、資料の補修、

ポップ作成などのテーマで13回実施し、合計95人が参加しました。 

 1（1）の参加者へのアンケートでは、回答者の多くはボランティア活動経

験者で、講座内容が参考になった、実施方法を見直すことができたなどの回

答があり、今後の活動に有効であったと考えます。 

図書館職員がより多くのテーマで講師ができるよう、日頃から研修や情報

収集をしながら経験を積むことが必要ですが、通常業務もあるため、取り組

む時間が確保しにくいことが課題です。今後もより多くのボランティアに活

用してもらえるよう、ニーズに合わせた内容や日時での実施が必要と考えま

す。 
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重点項目３《豊かな心を育む読書文化の充実》 

 

②学校の読書環境充実のための取組（４事業） 
事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

1.小・中学校学校図書

館図書充実事業 

【対象：学校】 

学習情報センターとしての学
校図書館を機能させるため、調
べ学習等で利用する学校図書
館図書を充実します 

学校規模等に応じた予算に加え、各
学校一律に予算の追加配当をするこ
とで、図書や書架等の整備を行い、
学校図書館図書の充実を図りまし
た。 

➙ 教育 

総務課 

2.サン・サンスタッフ

派遣事業（学校司書） 

【対象：学校】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➙ 教職員課 

3.学校図書館活用支

援事業 

【対象：教員】 

学校図書館を活用した学習や
読書活動を充実させるため、学
校司書全校配置後の各校様々
な取組についての情報交換等
を目的とした連絡協議会等を
実施します。 

連絡協議会1回、司書教諭打ち合わ
せ会を1回、学校司書説明会を1回
開催し、学校図書館の活用の充実を
図ることができました。今後も学校
図書館の活用が充実するよう努めま
す。 

➙ 教育 

指導課 

4.子ども読書活動推

進事業 

【対象：学校・市民】 

各中学校区子ども読書活動推
進協議会を中心に、家庭・地
域・学校・行政が連携し、全市
的な読書活動を推進します。ま
た、市内で活動する図書ボラン
ティアの人数を増やします。 

子どもが読書に親しむための環境づ
くりを目的に「読書感想文の書き方
講座」「親子で楽しむ読み聞かせ」を
実施し、合計154人の参加がありま
した。また、図書ボランティアの交
流事業を開催し、合計 36 人が参加
しました。今後も各地域の実情にあ
った図書ボランティア活動が行える
よう、サポートを継続します。 

➙ 中央 

図書館 

 
「②学校の読書環境充実のための取組」の主な事業紹介 

事業名 
３-②-２ 

サン・サンスタッフ派遣事業（学校司書） 

対象 学校 担当課 教職員課 

事業概要 
児童、生徒の読書活動の充実を図るため、サン・サンスタッフ（学校司書）

を派遣します。 

主な行動目標 派遣事業を継続し、良好な校内図書環境の維持に努めます。 

前年度比較 ➙ 取り組みを継続し、児童・生徒、教員が求める資料や情報の収

集を行いました。 

自己評価 

（実績・課題・

今後の方向性） 

市内の43校に各校１人の学校司書を派遣しました。主な業務は、授業で読

み聞かせる本の用意や返却・貸し出しの用意、読書案内、児童・生徒とのブ

ックトーク、図書室内の整備等です。 

児童・生徒が読書を楽しむ場を企

画・提供して好奇心をかき立てるこ

とができ、図書室を利用する子ども

たちが増加しました。 

学校からの派遣の要望は増加傾向

にあるため、今後も実態に即し適正

な配置に努めます。 

図書室の様子（花水小） 
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重点項目３《豊かな心を育む読書文化の充実》 

 

 
 
 
●アドバイザーからの意見 
①図書館や読書文化の充実に力を入れているのは、平塚市の特色なので継続してもらいたい。

「来館出来ない人への図書館サービス」や「図書館体験」、「ブックスタート」などは、本

に触れる機会をつくるという面で本当に大事な事業だと思うので、市民への周知、広報を

充実させてもらいたい。図書館に多くの市民に来てもらうという面では、作家によるイベ

ントの開催などをすると、より多くの人が来てくれると思う。学校などでの読み聞かせの

活動と合わせて、様々な工夫を凝らした魅力ある取組によって、本を読む人の増加につな

げてもらいたい。 
②本に救われる子どもは確実にいて、学校図書館があることによって、学校での子どもの居

場所づくりにもつながっていると思う。勤務条件面での課題などはあると思うが、マンパ

ワーの充実を図ることで、サン・サンスタッフ（学校司書）と司書教諭との連携を深め、

児童生徒への図書館教育、学校図書館の環境を充実させてもらいたい。 
 
●意見を受けての教育委員会の総合見解 
①読書文化の充実に関連する各事業については、本市の他の事業と同時開催するなどの工夫

によって対象者が参加しやすい日程設定をしたり、社会的な話題や市民ニーズに沿った企

画内容の工夫をしたりすることに努めています。また、子ども読書活動推進フォーラムの

開催時には、絵本作家本人による講演会を実施し、子どもたちの興味関心を引き、また本

の楽しさを理解してもらえるような参加型のイベントとなっています。本が好きなリピー

ターを増やすとともに、これまで本にあまり興味がなかった人も参加してもらえるように、

裾野を広げることも重要と考えています。 
②サン・サンスタッフ（学校司書）の配置については、できる限り子どもや地域のことを知

っている学校へ配置できるように努めています。学校からはもっと勤務日数を増やしても

らいたいという要望もあります。子どもの居場所という面では、学校図書館で勤務してい

ると、「普段教室では見られない姿が見られる」や「授業中、なかなか発言できない子が図

書室では学校司書に積極的にコミュニケーションをとったり、一生懸命本を探していたり

する」など様々な子どもの一面が見られるとのことで、自分の教室以外の第２の居場所と

して重要な役割となっています。 

重点項目３《豊かな心を育む読書文化の充実》に関する総括 
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重点項目４《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》 

重点項目４《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
①コミュニティの場づくりのための取組（１４事業） 

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

1.歴史的建造物保

存・活用事業 

【対象：市民】 

市内で唯一の明治建築として
貴重な文化財である旧横浜ゴ
ム平塚製造所記念館の保存と
活用に対する理解を深めるこ
とを目的に、各種の自主事業を
実施します。 

新型コロナウイルス感染症対策によ
り実施できない事業はありましたが
第17回音楽のおくりもの、第10回
クリスマスフェスタなどの音楽会や
記念館10周年記念講座、毎月の遊館
日の開催など、記念館の活用を図りま
した。また、防火対策を強化するため
消防本部と協議を行いました。 

➙ 社会 

教育課 

2.多様な学習推進事

業（地区公民館自主事

業・ブロック事業） 

【対象：市民】 

地域住民の自発的、自主的な学
習意欲の支援と幅広い学習機
会の提供により、公民館事業の
活性化を図るとともに、地域の
団体と連携を密にし、地域に根
差した地区公民館事業を実施
するほか、ブロック単位の事業
も開催します。 

地域団体や小・中学校と協力し、多様
な学習の機会を提供することができ
ました。今後もより多く、また幅広い
世代の人に公民館で学んでいただけ
るよう、地域団体や小・中学校などの
教育機関と連携していきます。さら
に、持続可能な社会づくりの担い手や
意識を育てるため、国連が提唱する
ESDを意識した事業を展開します。 

➘ 中央 

公民館 

3.地域体育館（公民館

附属）の活用事業 

【対象：市民】 

住民のスポーツ活動に対する
ニーズの多様化・高度化に対応
し、住民の心身の健康保持及び
増進を図り、あわせてふれあい
と交流の場としての活用を推
進します。 

市内５か所にある公民館附属体育館
では、利用団体により、スポーツ活動
や健康保持・増進を図る活動が繰り広
げられています。令和元年度は5,873
件の利用がありましたが、さらに利用
が増えるよう、利用方法の周知を図り
ます。 

➘ 中央 

公民館 

4.市内スポーツ情報

ポータルサイト運営

事業 

【対象：市民】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➙ スポーツ 
課 

5.小学校プール開放

事業 

【対象：子ども】 

児童の心身の健全な育成と体
力の向上を図るため、夏季休業
中の市内28小学校プールを開
放します。 
 

前年度に引き続き、各校７日間として
開放し、期間を通して天候に恵まれた
こともあり、利用児童が増えました。 
今後も警備業法に基づく監視員を配
置し、安全面に配慮して実施します。 

➙ スポーツ 
課 

 

 

 

 

  （続く） 

 
・生涯学習拠点を活用し、大人や子どもが積極的に地域にかかわり、支え合うコミ

ュニティの場づくりをすすめます 

・学んだ成果の情報共有や活用する機会をつくり、地域力の向上を図ります。 

・地域の文化、伝統を伝え、郷土理解を深めるような取組をすすめます。 

重点とするねらい 

『重点項目４』30事業は、次の３つに分類し事業を進めました。 

①コミュニティの場づくりのための取組（14事業） 

②学んだ成果を活用するための取組（7事業） 

③地域を学ぶための取組（9事業） 
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重点項目４《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》 

①コミュニティの場づくりのための取組（１４事業）  

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

6.土沢スポーツ広場

（パークゴルフ場等）

活用事業 

【対象：市民】 

市民の健全なスポーツ活動の
普及発展のため、土沢スポーツ
広場の維持・管理・運営を行い
ます。 

パークゴルフ場の維持管理運営を適切
に行い、大会などの実施による利用促
進に努め、多くの方々の利用がありま
した。 
今後も三世代スポーツとして様々な年
代の方が一緒に楽しめる利用しやすい
施設運営に努めます。 

➚ スポーツ 
課 

7.学校体育施設開放

事業 

【対象：市民】 

市民にスポーツをする場所を
提供することを目的として、教
育上支障のない範囲で小学校
28校と中学校15校の体育施
設を開放します。 

学校教育に支障のない範囲で市民に
小・中学校の体育施設を開放し、スポ
ーツをする場所を提供しました。今後
も市民が身近でスポーツができる場所
として各学校と連携しながら実施を継
続します。 

➙ スポーツ 
課 

8.スポーツ施設活用

事業 

【対象：市民】 

市民に対する健全なスポーツ
活動の普及発展を目的として、
グラウンドや庭球場、学校夜間
照明等のスポーツ施設の維
持・管理・運営を行います。 

大神スポーツ広場や庭球場、夜間照明
施設などの維持管理運営を適切に行
い、市民にスポーツをする場所を提供
しました。天候により利用者の増減が
ありますが、今後も利用しやすい施設
運営に努めます。 

➙ スポーツ 
課 

9.手話ダンスによる

健康づくり事業 

【対象：市民】 

手話とダンスを掛け合わせた
手話ダンスを運動・スポーツの
きっかけづくりとなるよう、手
話ダンスグループによる公演
を実施します。福祉の啓発にな
るだけでなく、運動・スポーツ
に苦手意識・興味のない人達も
取り組みやすく、体を動かすこ
とができ、健康づくりに役立て
ます。 

手話ダンスグループによる公演を七夕
まつりや小学校において4回実施し、
手話ダンスの普及啓発を行いました。 
児童からは「手話に興味を持った」「一
緒に踊って楽しかった」などの意見を
いただき、手話ダンスを通して、手話
やダンスに興味、関心を持つ機会の提
供をしました。 

➙ スポーツ 
課 

10.プラネタリウム一

般投影事業 

【対象：市民】 

天文宇宙への興味関心を育て
たり、天文現象の正しい理解を
促したりするなかから、科学的
な見方、考え方への導きを行い
ます。 

太陽と星の動きや冬期特別展の宮沢賢
治にちなんだ番組、当日の星空解説な
ど、多彩な話題を提供することで、市
民のニーズに応え、6,826人が観覧し
ました。 

➚ 博物館 

11.アートギャラリー

等施設利用促進事業 

【対象：市民】 

館を訪れる方の安全の確保と
美術品の良好な保存のため、施
設の補修や保守点検等適切な
維持管理をします。 

施設利用日数は概ね前年並みとなりま
したが、入場者数は前年実績よりも 1
万6千人以上減少しました。これは展
覧会観覧者数の減や、新型コロナウイ
ルス感染症対策により 3 月 3 日から
31 日まで臨時休館した影響と考えま
す。 

➘ 美術館 

12.美術教育の普及・

体験事業（ギャラリー

トークの実施） 

【対象：市民】 

担当学芸員が展覧会のポイン
トや作品の解説・質疑応答等を
行いながら、展覧会全体を理解
してもらうギャラリートーク
を行います。 

実績値は目標値に到達したものの、前
年実績よりも 230 人以上の減となり
ました。傾向として所蔵品展の参加者
が少なく、企画展で作家本人等がギャ
ラリートークを行う場合の参加者が多
いことから、展覧会観覧者数の減とも
関連していると考えられます。 

➘ 美術館 

13.美術教育の普及・

体験事業（ワークショ

ップの開催） 

【対象：市民】 

美術に親しむ人々の拡大と美
術に関する学習活動や体験を
目的に、子ども・親子や成人を
対象としたワークショップを
行います。 

前年度に比べ、100人以上の減となり
ました。展覧会関連ワークショップの
開催が少なかったことや新型コロナウ
イルス感染症対策により3月3日から
31日まで臨時休館したことが影響し
ていると考えられます。 

➘ 美術館 

14.魅力ある美術展覧

会事業 

【対象：市民】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➘ 美術館 
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重点項目４《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》 

「①コミュニティの場づくりのための取組」の主な事業紹介 

事業名 
４-①-４ 

市内スポーツ情報ポータルサイト運営事業 

対象 市民 担当課 スポーツ課 

事業概要 

市民活動団体との協働事業により、市内のスポーツ情報（イベント・施設・

団体情報など）を一元化したポータルサイトを運営し、市民がいつでも・ど

こでも・手軽にスポーツ情報が得られるようにします。 

主な行動目標 
スポーツイベントやスポーツ施設、身近な地域で活動するスポーツ団体情報

などを発信します。 

前年度比較 ➙ 安定したサイトの運用を継続し、スポーツ情報の充実を図りま

した。 

自己評価 

（実績・課題・

今後の方向性） 

年間訪問者数は、109,899 件（前年度比 89％）、年間ページビュー数

331,296件（前年度比103％）、登録団体数152団体（前年度比＋４件）、 

バナー広告７件（前年度比＋１）、作業支援２件となります。また、定期的な

保守作業により、システムのスムーズな維持管理を行うとともに、サイトを

リニューアルすることにより、レイアウトやイベント情報、検索のし易さに

ついて高評価を得ております。 

課題としては、市民への周知度の向上、登録団体数の増加、登録記事数の

増加が挙げられます。 

今後も協働団体と連携しながら、ポータルサイトによる積極的な情報提供

やスポーツ関係団体への定期的な情報提供に取り組むことにより、サイトの

運用を継続します。 

「ひらつかスポーツナビ」アクセス状況（令和元年7月～令和2年 6月） 
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重点項目４《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》 

「①コミュニティの場づくりのための取組」の主な事業紹介 

事業名 
４-①-１４ 

魅力ある美術展覧会事業 

対象 市民 担当課 美術館 

事業概要 
多様な年齢層が国内外の優れた近現代美術作品に接する機会を充実するた

め、テーマを設定した企画展と所蔵品を活用した特集展を開催します。 

主な行動目標 美術に対する関心を高めてもらうため、観覧者数を増やします。 

前年度比較 ➘ 
目標年間観覧者数は104,330人となっています。 

平成 30年度観覧者数は169,586人でしたが、令和元年度観

覧者数は 66,689 人となり、約 103,000 人の大幅減である

と同時に5年ぶりに目標数を下回りました。 

自己評価 

（実績・課題・

今後の方向性） 

【実績】 

・企画展として「彫刻とデッサン」展、「荘司福・貴和子」展、「安野光雅」

展、「秋野不矩」展を実施しました。このほか、所蔵品を活用した特集展

を３回実施、また、美術館ロビーを活用したロビー展として「糸賀英恵」

展を実施しました。 

・彫刻とデッサン展では作家が作品を制作する過程でのデッサンを紹介し

ました。また、荘司福・貴和子展では、初めて親子の作品を展示する展

覧会を企画しました。 

このように、学芸員の専門性を活かした充実した内容の展覧会を開催し、

高い評価をいただきましたが、観覧者数には結びつきませんでした。 

・広報活動としては、美術専門誌や新聞、テレビ番組（NHK「日曜美術館」

「アートシーン」等）をはじめとしたメディアが取り上げ、一定の効果

があったと考えます。 

【課題・今後の方向性】 

・展覧会の企画に関しては、教育機関としての美術館の役割に適う内容を

重視しています。と同時に、市民に開かれ、親しまれる内容も考慮して

います。専門性と大衆性をバランスよく展覧会に反映させることで、幅

広い市民の要望に応えられるよう今後も努力いたします。 

・各種メディアが取り上げた際の効果は大きく、展覧会の評価や観覧者数

に影響を及ぼしています。今後も、メディア対応にも力を入れながら、

特徴ある展覧会を企画していきたいと考えます。また、従来の広報活動

に加え、SNS等の新たな広報活動に取り組み、市民への周知を充実させ

ます。 

これらを通じ、より多くの市民の方に優れた美術作品の鑑賞の機会の提供

に努めます。 

魅力ある美術展覧会事業 観覧者数の推移（人） 
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重点項目４《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》 

②学んだ成果を活用するための取組（７事業） 
事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

1.芸術文化子ども体

験事業 

【対象：市民】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➚ 社会 

教育課 

2.平塚市文化祭の開

催 

【対象：市民】 

市民による日頃の文化活動の発
表の場及び様々な芸術文化に触
れる機会を創出することによっ
て、市民の文化意識を高めます。 

第 67 回平塚市文化祭を中央公民館
や美術館等で開催し、市民の芸術文
化活動の発表機会を提供しました。
公募展出品者数が前年度より増加
し、来場者数も前年度とほぼ同数の
8,041人でした。今後も若い世代を
中心とした来場者を増やすため、周
知や展示方法を工夫していきます。 

➙ 社会 

教育課 

3.地区公民館まつり

開催事業 

【対象：市民】 

地域文化の発展に寄与するため、
公民館活動から生まれた創作・学
習活動の成果を展示・発表するこ
とにより、地域住民の公民館への
理解とともに、地域コミュニティ
の醸成を図ります。 

新型コロナウイルス感染症対策によ
り 16 館で中止、1 館で一部中止。
実施館では 1 年間の学習活動の成果
が発表されました。このまつりをき
っかけに公民館利用者が増えるよ
う、登録団体の活動や公民館事業の
広報を積極的に行います。 

➘ 中央 

公民館 

4.地域の人材発掘・活

用事業 

【対象：市民】 

生涯学習活動の推進のため、地域
における人材の発掘・登録とボラ
ンティアを育成・活用します。 
 

各公民館で地域人材を活用した講座
を実施しました。公民館だより等で
登録制度を紹介していますが、活用
実績が伸び悩んでいます。今後は
様々な媒体で呼びかけながら、制度
の改善を図ります。 

➙ 中央 

公民館 

5.市民総合体育大会

開催事業 

【対象：市民】 

市民にスポーツをする機会を提
供し、スポーツを通じて明朗な心
身の育成や健康保持、地域住民相
互の親睦を図ることを目的とし
て体育振興会単位の対抗戦で市
民総合体育大会を開催します。 
 

総合体育館が大規模改修期間中のた
め、メイン会場を平塚アリーナに移
して開催しました。24地区対抗戦の
得点種目への参加者は若干増加しま
した。令和 3年度の大会が 70 回の
節目となることから、関係団体に対
し見直しに向けたアンケートを実施
しました。パラスポーツの展示が定
着してきており、今後も継続してい
きます。 

➙ スポーツ 
課 

6.各種スポーツ大会

開催事業 

【対象：市民】 

市民にスポーツをする機会を提
供し、スポーツを通じて明朗な心
身の育成や健康保持を目的とし
て各種スポーツ大会を開催しま
す。 

今年 2 回目となるパラスポーツフェ
スタは、障がいの有無に関わらず前
年よりも多くの方々にご参加いただ
き、気軽にスポーツに触れ、楽しむ
とともに交流を図る機会を提供しま
した。ボッチャ大会は、募集状況な
どから普及が進んできています。3
月に予定していた事業は新型コロナ
ウイルス感染症対策により中止して
います。 

➚ スポーツ 
課 

7.スポーツボランテ

ィア登録・活用事業 

【対象：市民】 

スポーツボランティア制度を創
設し、登録及び活用を図ります。 
 

現在は制度による登録・活用が図ら
れていませんが、イベントごとにス
ポーツボランティアの協力をいただ
いている状況です。今後は現行の登
録・活用制度から、イベント単位で
スポーツボランティアを積極的に呼
びかけ、活用する方向で取り組みま
す。 

➙ スポーツ 
課 
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重点項目４《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》 

「②学んだ成果を活用するための取組」の主な事業紹介 

事業名 
４-②-１ 

芸術文化子ども体験事業 

対象 市民 担当課 社会教育課 

事業概要 

子どもたちが、長い歴史と伝統の中から生まれ守り伝えられてきた貴重な財

産である芸術文化を体験することで、歴史、伝統、芸術文化に対する関心や

理解を深め、豊かな人間性を育む機会を提供します。 

主な行動目標 体験事業の教室数を増やします。 

前年度比較 ➚ 地域や学校への働きかけにより、新たに市内2小学校で琴の演

奏を開催するなど、目標値を上回る15教室を開催しました。 

自己評価 

（実績・課題・

今後の方向性） 

平塚市文化連盟及び相模人形芝居前鳥座からの講師派遣協力のもと、小学

校５校で琴の体験教室を開催するとともに、地域教育力ネットワーク協議会

等と連携し公民館等で生け花、人形芝居、琴、茶道など 10 教室を実施する

ことで、子どもたちが伝統的な日本の芸術文化に触れる機会を創出しました。 

参加した子どもたちからは、「茶道をまたやってみたい」「お花を家でお正

月に生けたい」など、楽しく体験できた声が多く寄せられています。 

今後も、子どもたちが歴史・伝統・芸術文化に対する関心や理解を深める

とともに、地元の伝統的な芸術文化を将来にわたって継承する足がかりとす

るために、体験教室開催の働きかけを地域や学校へ継続し、芸術文化子ども

体験事業の開催機会の拡大を図ります。 

 

  
相模人形芝居体験教室 琴体験教室 
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重点項目４《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》 

③地域を学ぶための取組（９事業） 
事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

1.埋蔵文化財展示・活

用事業 

【対象：市民】 

埋蔵文化財の保存作業の最前線
となる埋蔵文化財調査事務所に
おいて、市民にむけた常設展
示・イベントを行う等積極的な
利用促進を図ります。 

夏期休業期間中に「勾玉づくり教
室」を開催するとともに、金田公民
館事業での勾玉づくりを開催しま
した。また、港小学校や、朝霞市博
物館等への資料貸し出しも行いま
した。今後も、イベント等により、
利用者の増加を図ります。 

➙ 社会 

教育課 

2.文化財調査成果周

知・活用事業 

【対象：市民】 

国民共有の財産である文化財を
広く市民に周知し、愛護意識を
高めるために、市内で発掘調査
された埋蔵文化財の調査成果を
中心に、文化財全般を対象とし
た遺跡調査・研究発表会を開催
します。 

大神埋蔵文化財収蔵施設を開放す
るとともに、第8回平塚市遺跡調
査・研究発表会や博物館での発掘調
査成果展などを開催し、市内の埋蔵
文化財の周知を図りました。今後も
展示等を通して文化財に対する愛
護意識の普及を図ります。 

➚ 社会 

教育課 

3.エコ・ミュージアム

推進事業 

【対象：市民】 

金目地区の自然環境、歴史、文
化遺産を守り・伝え・活かすた
め、地域団体「金目エコ・ミュ
ージアム」において、地域のま
ちづくりや自然・歴史の調査等
の各種事業を展開します。 

秋山博墓前祭などが、新型コロナウ
イルス感染症対策により実施でき
ませんでしたが、わかば祭り、灯ろ
う流し、金目収穫祭の他、子ども夏
まつりや、猪俣弥八展、多摩川エコ
ミュージアムの視察など金目の地
域づくり、歴史・文化を伝える事業
を展開しました。今後も地域の特性
を生かした様々な事業展開を図り
ます。 

➚ 社会 

教育課 

4.ふるさと歴史再発

見事業 

【対象：市民】 

先人達が守り伝えてきた文化遺
産や歴史等を掘り起こし、見つ
め直し、その調査、保存、普及
活動等に取り組む地域や団体等
の活動を支援します。 

村井弦斎まつりの実施や中原・金
田・金目地区で地域の歴史等を掘り
起しする団体、ボランティア団体へ
の支援・協力を行いました。また、
歴史遺産等の説明板の補修を行い
文化財の周知の一助としました。今
後も、団体への支援や、案内板等の
補修を行うなど、郷土の歴史を保
存・周知する活動を行います。 

➙ 社会 

教育課 

5.無形文化財保存事

業 

【対象：市民】 

郷土芸能の継承と後継者の育成
を図るため、活動発表の場であ
る民俗芸能まつりを開催するほ
か、その保存に必要な活動支援
等を行います。 

七夕まつりでのステージ芸能披露、
第43回民俗芸能まつりの開催、芸
術子ども体験教室での人形浄瑠璃
芝居の体験教室など、郷土芸能の継
承と普及に向けた活動を行うとと
もに、文楽人形伝承団体へ演技指導
者を派遣する等の支援を行いまし
た。今後も郷土芸能の継承と後継者
育成を図ってまいります。 

➙ 社会 

教育課 

6.地域を学ぶ普及・体

験事業 

【対象：市民】 

地域の歴史・自然について、講
演会、講座、野外観察会、体験
学習を実施します。 

人文・自然各部門で合計326回の
行事を行い、7,755 人が参加しま
した。調査研究活動を支える会員制
行事の継続に加え、自由参加や申込
制の単独行事への参加者数が 50%
を超え、利用者の幅を広げていま
す。 

➙ 博物館 

7.博物館特別展事業 

【対象：市民】 
【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➚ 博物館 

8.博物館調査研究事

業 

【対象：市民】 

地域の歴史・自然について、さ
まざまな視点から調べ、情報及
び実物資料を収集します。 

各分野の調査研究ならびに資料の
収集を進めました。これらの成果に
基づき、調査研究報告『自然と文化』
に 7 件の報文を掲載し刊行しまし
た。論文総数は開館以来290件に
達し、地域研究の基礎資料として活
用されています。 

➙ 博物館 

   （続く） 
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重点項目４《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》 

③地域を学ぶための取組（９事業）  

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

9.美術品の調査・収集

事業 

【対象：市民】 

美術品の収集活動・調査研究や
保存活動等を行い、作品情報等
を情報コ－ナ－で公開します。 

令和元年度は美術品の寄贈 7 点、
寄託77点で、前年度より減少した
こともあり、デジタル画像の更新は
行いませんでした。作品は次年度の
新収蔵作品展で展示します。また、
収蔵庫における害虫モニタリング
を行い、良好な保存環境であること
を確認しました。 

➘ 美術館 

 
「③地域を学ぶための取組」の主な事業紹介 

事業名 
４-③-７ 

博物館特別展事業 

対象 市民 担当課 博物館 

事業概要 

地域の歴史・自然の資料や、普段目にすることのない貴重な品物、最先端の

科学等についてテーマを設定した展示を行い、興味や関心を深める機会を提

供します。 

主な行動目標 特別展を開催します。 

前年度比較 ➚ 
特別展の延べ開催日数、期間中の入場者数と図録売上部数のいず

れも前年度の数値を上回り、とくに冬期特別展図録の売上部数は

歴代特別展図録の期間中最多記録を更新しました。 

自己評価 

（実績・課題・

今後の方向性） 

新型コロナウイルス感染拡大防止による

休館のため春期特別展「空を見上げよう」は

年度内に開催できませんでしたが、開催日数

や入場者数、図録売上部数は前年度を上回

り、とくに特別展図録の売上部数が例年にな

く好調でした。夏期特別展「平塚学入門」は

416 冊、冬期特別展「賢治がみつめた石と

星」は過去最多を更新する779冊を記録し

ました。 

結果として、市民の知的ニーズに応えた魅

力的な特別展を開催することができ、冬期で

は文学ファンという新たな利用者層を開拓

することもできたと考えます。ただし、図録の売上部数は展示のテーマによ

って数値が大きく変動するため、引き続き魅力ある展示テーマの設定と実施

に向けた調査研究の継続が必要です。 
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重点項目４《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》 

 
 

  
夏期特別展「平塚学入門」展示会場 冬期特別展「賢治が見つめた石と星」展示解説 

 

 
夏期特別展の関連行事「平塚学フォーラム」 

 
過去５年間の「博物館特別展事業」の統計資料 

 H27 H28 H29 H30 R 元 

特別展 

開催日数 
150日 163日 159日 131日 166日 

入館者数 36,228人 43,585人 34,940人 29,227人 32,398人 

図録売上数 502冊 885冊 809冊 313冊 1,238冊 
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重点項目４《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》 

 
 
 
●アドバイザーからの意見 
①美術館も博物館もＰＲ活動が大事である。来館者の声を大切に、次の魅力ある企画へ生かして

もらいたい。アニメをテーマにした原画の展示などは、子どもも興味を持ちやすいと思う。大

衆性と専門性のバランスは難しいが、芸術を広めるという観点では人が集まらないから失敗と

いうわけではない。テレビ等のメディアに取り上げてもらうなどの工夫で、多くの人に知って

もらえるとよい。また、学芸員の質の向上が、社会教育・生涯学習に与える影響は大きいので、

それぞれの専門性を発揮できるような環境を整備してもらい、今後も魅力ある展覧会等を期待

している。 
②芸術や文化などの社会教育関連事業は、学校教育と連携して、例えばクラブ活動や総合的な学

習の時間と結びつけると更に発展するのではないかと考える。また、美術館・博物館・公民館

が連携して１つの事業を考えていくことも面白いのではないかと思う。他市に比べて、非常に

豊かな文化施設を持っていることを強みに子どもも大人も学べることが地域の活性化、子ども

の成長につながると思う。 
 

●意見を受けての教育委員会の総合見解 
①テレビ等のメディアで宣伝されると、全国から電話での問合せが増えたので、ＰＲ効果は大き

いと考えています。また、近年ではＳＮＳ等での情報拡散の効果も大きく、宮沢賢治の「賢治

がみつめた石と星」という図録では、「文学」「地質」「天文」と３ジャンルのファンによる情報

拡散が、大きな効果になったと考えています。今後も魅力ある企画ができるよう、アンケート

等の要望やニーズを踏まえながら事業を進めてまいります。 
②「芸術文化子ども体験事業」では、参加者の感想からは「やったことがないことが体験できて

楽しかった」という声が多くあります。様々な体験をすることで、すぐに成果は出なくても、

子どもが大人になった時にまたやってみたいと思えるような事業を展開できたらと思っていま

す。また、各種連携の取組については、検討を進め、地域の活性化につなげていきたいと考え

ております。 

重点項目4《生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化》に関する総括 
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重点項目５《学びのセーフティネットの構築》 

重点項目５《学びのセーフティネットの構築》 
  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
①子どもの安全安心と学習機会確保のための取組（１３事業） 

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

1.給食の安全・安心推

進事業 

【対象：学校給食】 

物資選定委員会を開催し、各食
材が食品衛生法の基準にあった
ものであるか、産地、加工地、
成分表、各検査証明書等で、安
全性の確保に努めます。さらに
食材や提供食について、放射性
物質検査や細菌検査、残留農薬
検査等を実施し安全で安心な給
食の提供を実施します。 

市物資選定委員会を年2回、共同
調理場物資選定委員会を年11回
開催し、食材が食品衛生法の基準に
あったものであるか、産地、成分表、
検査証明書等で、安全性の確保に努
めました。さらに食材や提供食につ
いて、放射性物質検査を4回、細
菌検査を7回、残留農薬検査2回
実施し、安全で安心した給食の提供
ができました。 

➙ 学校 

給食課 

2.学校給食地場産野

菜等使用推進事業 

【対象：学校給食】 

児童に安心・安全な給食を提供
するため、地元農家が生産した
新鮮な野菜、平塚漁港で水揚げ
された魚及び水産加工品等地場
産品の使用を推進します。 

物資選定委員会で決められた地場
産野菜（月平均で4～5品目）を使
用するよう努め、使用21品目で品
目ベース 40.4％の割合となりま
した。野菜以外の地場産品について
は、サバ、カオリ麺、小松菜トマト
パン、みかんパン、かおり小麦、さ
といもコロッケ、やまゆりポークを
使用しました。 

➙ 学校 

給食課 

3.中学校昼食運営事

業 

【対象：子ども】 

中学校における昼食について、

生徒が栄養バランスのよい昼食

をとることができるような行政

としての支援を行うとともに、

各学校のニーズに合わせた事業

展開（弁当やパンの販売の事業

を導入等）を実施します。 

7月に市内全15中学校の生徒・保

護者に対して、アンケート調査を行

い、生徒・保護者の要望を反映させ

るよう努めました。 ➙ 学校 

給食課 

4.中学校完全給食準

備事業 

【対象：子ども】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➚ 学校 

給食課 

 
 
 
 
 
 

  （続く） 

 
・家庭、地域、学校、行政が一体となって、安全対策に取り組みます。 

・安心して学習活動に取り組めるよう、生涯学習施設の整備を行います。 

・さまざまな困難や課題を抱え支援を求めている子どもの学習機会を確保するため 

支援を行います。 

・子どもが安全安心な生活を過ごせるような環境整備や仕組みづくりをすすめます。 

 

重点とするねらい 

『重点項目5』23事業は、次の２つに分類し事業を進めました。 

①子どもの安全安心と学習機会確保のための取組（14事業） 

②施設・設備の整備に関する取組（9事業） 
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重点項目５《学びのセーフティネットの構築》 

①子どもの安全安心と学習機会確保のための取組（１３事業）  

事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

5.給食費公会計化推

進事業 

【対象：学校・保護者】 

法に基づく適正な給食費の管
理、給食費負担の公平性を確保
するため、給食費管理システム
を導入し、市で給食費の徴収業
務を実施するための検討を進め
ます。 

給食費の公会計に移行するため、徴
収・債権の管理、物資調達などの運
用方法を検討し、関係部局との協議
を進めました。 

➙ 学校 

給食課 

6.通学路安全対策事

業 

【対象：学校・活動団

体】 

通学路の安全を確保するため、
地域、学校、行政、警察との連
携により、児童・生徒が安全で
安心して通学できる環境づくり
を進めている団体に対して活動
費を助成します。 

地域で児童・生徒が安全で安心して
通学できる環境づくりを進めてい
る 9 団体に補助金を交付し、活動
費を助成することで、児童・生徒の
通学の安全確保の促進を図りまし
た。 

➙ 
教育 

指導課 

（旧学務課） 

7.通学路合同点検事

業 

【対象：学校】 

通学路の安全を確保するため、
各学校からあげられた通学路の
危険箇所を学校、保護者、自治
会等地域住民、警察、道路管理
者等で通学路の合同点検を実施
し、安全対策案の検討・対策の
実施を進めます。 

小・中学校通学路の危険箇所（50
箇所）を関係団体等と合同で点検
（8日間）を実施し、グリーンベル
ト等の必要な対策を講じました。 ➙ 

教育 

指導課 

（旧学務課） 

8.学校保健・環境衛生

事業 

【対象：学校・園】 

各種環境衛生検査、保健衛生啓
発普及活動を実施します。また、
医師会、歯科医師会、薬剤師会
へ学校保健協力に対する交付金
を支給します。 

飲料水やプール水の水質検査など
各種環境衛生検査を実施しました。
今後も引き続き事業を実施し、学校
生活の保健衛生の保持に努めます。 

➙ 学務課 

9.幼児・児童・生徒健

康管理事業 

【対象：学校・園】 

幼児・児童・生徒の健康保持・
増進を図り、学校教育の円滑な
実施とその成果の確保・維持を
図るため、幼児・児童・生徒の
健康診断を実施します。 

学校保健安全法に基づき、健康診断
や各種検査を実施しました。また、
検査結果に基づき、適切な事後措置
を実施しました。今後も引き続き事
業を実施し、幼児・児童・生徒の健
康管理に努めます。 

➙ 学務課 

10.児童生徒就学援助

事業 

【対象：市民】 

義務教育を円滑に受けることが
できるようにするため、経済的
な理由により就学が困難な児
童・生徒の保護者に対して必要
な援助をします。 

経済的な理由により就学が困難な
児童・生徒の保護者に対して必要な
援助を実施しました。また、新小
１・新中１の保護者に入学準備金を
支給しました。 

➙ 学務課 

11.特別支援教育就学

奨励援助事業 

【対象：市民】 

特別支援教育を円滑に受けるこ
とができるようにするため、特
別支援学級に就学する児童、生
徒等の保護者に対し、その負担
能力に応じた援助をします。 

特別支援学級に就学する児童、生徒
等の保護者（324 人）に対し、そ
の負担能力に応じた援助を実施し
ました。 

➙ 学務課 

12.高等学校等修学支

援事業 

【対象：市民】 

高等学校等における修学支援を
行うため、修学支援金を支給し
ます。 

高等学校等における修学支援を行
うため、修学支援金を支給しまし
た。（支給対象者 179人） ➙ 学務課 

13.安全対策研修会 

【対象：教職員】 

子どもの安全を確保するため、
学校安全についての研修会を実
施します。 

学校における事故防止対策につい
て、学識経験者を講師に招き、講演
会を開催し、校内における事故防止
等について見識を深めました。今後
も学校生活における児童・生徒の安
全確保のために研修に努めます。 

➙ 教育 

指導課 

14.心肺蘇生法実技講

習会 

【対象：教職員】 

災害や運動時における心肺停止
等の不慮の事故に対処するた
め、ＡＥＤを使用した普通救命
講習会を実施し、校内で伝達講
習を行います。 

心肺停止等の際に迅速、適切に対応
できるよう幼稚園や認定こども園、
小・中学校の教職員を対象に普通救
命講習会を年 2 回実施し、参加者
が講師となる心肺蘇生法校内実技
講習会を各学校（園）で年 1 回実
施しました。 

➙ 教育 

指導課 
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重点項目５《学びのセーフティネットの構築》 

「①子どもの安全安心と学習機会確保のための取組」の主な事業紹介 

事業名 
５-①-４ 
中学校完全給食準備事業 

対象 子ども 担当課 学校給食課 

事業概要 
中学校において、すべての生徒が安全で栄養バランスのとれた給食の提供を

受けられるよう、完全給食の実施に向けた検討・準備をします。 

主な行動目標 中学校完全給食の実現に向け、関係部局で検討を進めます。 

前年度比較 ➚ 中学校昼食検討委員会からの提言を受け、中学校完全給食の実

現に向け取組を始めました。 

自己評価 

（実績・課題・

今後の方向性） 

平成 30年度に提出された、「平塚市中学校昼食検討委員会報告書」におけ

る6つの提言を踏まえ、中学校完全給食の実現に向けて、「平塚市立中学校給

食の基本方針」を令和元年７月に定めました。その後、庁内外での推進体制

を構築して、検討を進めた結果、分校を除く中学校 15 校の給食の実施方式

を「共同調理場方式」と決定するとともに、老朽化した東部・北部共同調理

場の受配校となっている小学校 21 校分の給食を賄うことが可能な、新たな

共同調理場を 1 場整備することとし、当該調理場の整備計画用地を決定しま

した。 

 今後、新たな共同調理場のみならず、単独調理場分も含めた持続可能な給

食運営及び整備についての「平塚市学校給食基本構想・基本計画」を策定す

るとともに、中学校施設整備の方針決定やＰＦＩ導入可能性調査の実施等を

進め、中学校完全給食の早期実現を目指します。 

 
  

平塚市立中学校給食の基本方針 

１ 早期に中学校での完全給食を実現します。 

２ 安全・安心でおいしい、温かい給食を提供

します。 

３ 学校給食を活用した、さらなる食育の推進

を図ります。 

４ 小学校給食を含めた持続可能で効率的な

給食運営を行います。 

新学校給食共同調理場 

整備計画用地 

（田村九丁目） 

平塚市全体図 
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重点項目５《学びのセーフティネットの構築》 

②施設・設備の整備に関する取組（１０事業） 
事業名 事業概要 自己評価・前年度比較 担当課 

1.小・中学校大規模改

修事業 

【対象：学校】 

教育環境の改善及び児童生徒な

どの安全確保を図るため、校舎、

体育館を改修し耐久性を確保し

ます。 

国の補助金の積極的な獲得に努め、

小学校 2 校について大規模改修工

事を実施しました。 ➙ 教育 

施設課 

2.相模小学校移転整

備事業 

【対象：学校】 

隣接校解消のため、相模小学校

の移転を推進します。 

校舎、屋内運動場棟の工事施工業者

を決定し、建設工事を進めました。

併せて、プール棟の工事発注につい

て手続きを進めました。 

➚ 教育 

施設課 

3.小・中学校普通教室

空調機設置事業 

【対象：学校】 

教育環境の改善を図るため、普

通教室に空調機を設置します。 

全中学校の普通教室に空調機を設

置しました。 
➚ 教育 

施設課 

4.小・中学校トイレ洋

式化事業 

【対象：学校】 

【別表で詳細に記載】 【別表で詳細に記載】 ➚ 教育 

施設課 

5.共同調理場整備事

業 

【対象：共同調理場】 

学校給食検討委員会の提案を再

度検討した結果、東部・北部に

代わる共同調理場一場を整備し

ます。 

老朽化した東部・北部の共同調理場

は、中学校給食を賄う新たな共同調

理場とともに一場を整備すること

とし、整備候補用地を決定しまし

た。 

➚ 学校 

給食課 

6.地区公民館整備事

業 

【対象：公民館】 

生涯学習活動及び地域活動を推

進するため、吉沢公民館の建て

替えを進めます。 

吉沢公民館の建て替えに向け、基本

設計・実施設計を進めました。令和

3年秋の供用開始を目指し、建設工

事に着手します。 

➙ 中央 

公民館 

7.中央図書館耐震補

強等改修事業 

【対象：図書館】 

中央図書館の耐震補強や老朽化

設備の改修などを行います。 

ボイラー設備、休憩室や電算室の空

調機などの修繕を実施しました。耐

震・長寿命化については、関係各課

との調整を続けています。 

➙ 中央 

図書館 

8.博物館耐震補強等

改修事業 

【対象：博物館】 

博物館の耐震補強や老朽化設備

の改修などを行います。 

空調自動制御機器などの修繕を行

いました。 

耐震・長寿命化については関係各課

と調整を続けています。 

➙ 博物館 

9.美術館大規模修繕

事業 

【対象：美術館】 

美術館に訪れる方の安全安心と

美術品の適正な保管のため、老

朽化した施設の大規模修繕を行

います。 

老朽化したパッケージエアコンの

更新工事を行いました。また、展示

室系空調機のエアハンドリングユ

ニットや不具合箇所の修繕に努め

ました。なお、建築物等の大規模修

繕については、個別施設計画の策定

作業を進めています。 

➙ 美術館 
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重点項目５《学びのセーフティネットの構築》 

「②施設・設備の整備に関する取組」の主な事業紹介 

事業名 
５-②-４ 
小・中学校トイレ洋式化事業 

対象 学校 担当課 教育施設課 

事業概要 教育環境の改善を図るため、小・中学校のトイレを順次洋式化します。 

主な行動目標 校舎、体育館の大規模改修工事等に合わせて実施します。 

前年度比較 ➚ 小学校２校の大規模改修工事を実施し、洋式化率が上昇しまし

た。 

自己評価 

（実績・課題・

今後の方向性） 

花水小学校中棟校舎、神田小学校南棟校舎の大規模改修工事に合わせてト

イレ改修を実施しました。 

トイレ改修は既存のトイレを洋式化するだけでなく、トイレの３Ｋである

「汚い」「臭い」「暗い」を払拭するために、床、壁、天井を新しくし、バリ

アフリー化、照度アップ、換気設備等を考慮したもので、トイレ空間全体の

快適性向上を図りました。本市の小・中学校における洋式化率は、46.5％と

なります。 

今後は、事業を計画的に進めるため、大規模改修工事による改修と並行し

てトイレ整備に特化した改修を行い、トイレ環境の改善を図ります。 
 

  
洋式トイレ（花水小） 

 
トイレ内装（花水小） 

  
みんなのトイレ（神田小） 男子便所小便器（神田小） 
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重点項目５《学びのセーフティネットの構築》 

 
 
 
●アドバイザーからの意見 
①「中学校完全給食準備事業」については、小学校給食と同様に中学校においても安心安全

で栄養のことも考えられた給食へと移行するので、生徒にとってはよいことだと思う。施

設整備に当たっては、中学校昼食検討委員会等で取りまとめられた提言や中学校給食の基

本方針などを十分に踏まえながら、よりよい方法で整備を進めてもらいたい。また、児童

生徒へは「食べられることの大切さ」、「自分の体の健康・成長のための食事」、「温かい食

事のありがたさ」など、食育の啓発も並行しながら進めてもらいたい。 
②学校のトイレでは、改修工事で湿式から乾式に変えて整備すると本当にきれいになる。児

童生徒が安心してトイレに行けるようになることはとても大事なことである。トイレの洋

式化については、今は家庭を含めほとんどの施設が洋式になっているので、速やかな整備

を進めてもらいたいが、新型コロナウイルス感染症対策の観点からすると、逆に和式は接

触がなくてよいとも言われている。 
 
●意見を受けての教育委員会の総合見解 
①中学校完全給食の実施に向けては、学校や保護者の意見も踏まえて、中学生の心身の健全

な成長のために、質の高い給食の提供を共同調理場方式で進めます。また、教育活動や学

校生活への影響、市の財政負担なども考慮しながら、より効率的で効果的な給食の実施方

法を検討します。食育の推進については、「食に関する指導事業（重点項目１-①-２）」にお
いて、引き続き正しい食事のあり方や望ましい食生活などの指導を小・中学校で計画的に

実施します。その他にも、使用食材等の各種検査や地場産品の使用推進によって、安全・

安心な給食の提供へとつなげてまいります。 
②学校のトイレは、「小・中学校トイレ洋式化事業」において、順次洋式化を進めていますが、

直接肌に触れるのを嫌がるなど多様な児童生徒に対応するため、全てを洋式化するのでは

なく、１か所は和式を残すようにしています。これまでは大規模改修工事に併せて実施し

てきましたが、トイレ改修のみに特化した工事も実施し、速やかな整備を進めてまいりま

す。 

重点項目5《学びのセーフティネットの構築》に関する総括 
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☆構成事業 担当課別一覧（平成３１・令和元年度対象事業） 

担当課 
◆重点項目１ 

社会を生き抜く力の養成  

◆重点項目２ 

時代の変化に対応した学びの推進  

◆重点項目３ 

豊かな心を育む読書文化の充実  
教育 

総務課 

・小・中学校理科教材等充実事業 
 
 

 ・小・中学校学校図書館図書充実事業 
 

教育 

施設課 

 
 
 
 

  

学校 

給食課 

・食に関する指導事業 
 
 
 
 
 

  

学務課 

 
 
 
 
 

  

教職員課 

・サン・サンスタッフ派遣事業（学習支援補
助員） 

 
 

 ・サン・サンスタッフ派遣事業（学校司書） 

教育 

指導課 

・生きる力を育む学校づくり推進事業 
・地域に根ざした教育推進事業 
・サポートチームシステム推進事業 
・放課後自主学習教室事業 
・人権教育担当者会 
・道徳教育推進事業 
・児童・生徒指導担当者会 
・幼稚園・こども園・小中学校訪問 
・授業づくり推進員会 
・学力・学習状況研究会 

・外国人英語指導者の学校訪問事業 
・日本語指導協力者派遣事業 
・中学校部活動推進事業（地域指導者派遣事
業） 

・中学校部活動推進事業（研究推進協議会） 
・英語教育推進事業 
・幼・保・小・中連携の推進事業 
 

・学校図書館活用支援事業 
 

教育 

研究所 

・研究教室・ワンポイント研修会 
・小中学校・幼稚園研究推進事業 
・調査研究部会 

・教育の情報化推進事業 
・小・中学校情報教育推進事業 
・教育講演会 
・社会科副読本編集発行事業 

 

子ども 

教育相談 

センター 

・教育相談・支援教育研修・研究推進事業 
・スクールカウンセラー派遣事業 
・スクールソーシャルワーカー派遣事業 
・教育相談事業 
・適応指導教室事業 
・就学相談・指導事業 
・介助員派遣事業 
・通級指導教室運営事業 

  

社会 

教育課 

・地域教育力ネットワーク推進事業 
・放課後等子どもの居場所づくり推進事業 
 
 
 
 
 
 

  

中央 

公民館 

・多様な学習推進事業（シニア学級） 
・多様な学習推進事業（家庭教育学級） 
・多様な学習推進事業（児童・生徒地域参加
事業） 

・多様な学習推進事業（中央公民館事業） 

  

スポー 

ツ課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・スポーツ指導者登録・活用事業 
・サッカー文化の振興によるまちづくり事業 
・スポーツ指導者育成事業 
 

 

中央 

図書館 

  ・子ども読書活動推進事業 
・来館出来ない人への図書館サービス事業 
・図書館資料の収集・提供事業 
・市民の図書館体験事業 
・レファレンス・サービス事業 
・ブックスタート事業 
・読書活動ボランティア育成事業 

博物館 

・プラネタリウム学習投影事業 
 
 
 

  

美術館 

 
 
 
 
 
 
 

  

合 計 31 13 10  
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◆重点項目４ 

生涯学習拠点を活用した地域社会の活性化  

◆重点項目５ 

学びのセーフティネットの構築  
合計 担当課 

 
 
 

 

2 教育総務課 

 ・小・中学校大規模改修事業 
・相模小学校移転整備事業 
・小・中学校普通教室空調機設置事業 
・小・中学校トイレ洋式化事業 

4 教育施設課 

 ・給食の安全・安心推進事業 
・学校給食地場産野菜等使用推進事業 
・中学校昼食運営事業 
・中学校完全給食準備事業 
・共同調理場整備事業 
・給食費公会計化推進事業 

7 学校給食課 

 ・学校保健・環境衛生事業 
・幼児・児童・生徒健康管理事業 
・児童生徒就学援助事業 
・特別支援教育就学奨励援助事業 
・高等学校等修学支援事業 

5 学務課 

 
 
 
 

 

2 教職員課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・通学路安全対策事業 
・通学路合同点検事業 
・安全対策研修会 
・心肺蘇生法実技講習会 

21 教育指導課 

 
 
 
 

 

７ 教育研究所 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

8 
子ども教育相談 

センター 

・埋蔵文化財展示・活用事業 
・芸術文化子ども体験事業 
・文化財調査成果周知・活用事業 
・平塚市文化祭の開催 
・エコ・ミュージアム推進事業 
・ふるさと歴史再発見事業 
・無形文化財保存事業 
・歴史的建造物保存・活用事業 

 

10 社会教育課 

・多様な学習推進事業（地区公民館自主事
業・ブロック事業） 

・地区公民館まつり開催事業 
・地域体育館（公民館附属）の活用事業 
・地域の人材発掘・活用事業 

・地区公民館整備事業 

9 中央公民館 

・市内スポーツ情報ポータルサイト運営事業 
・小学校プール開放事業 
・市民総合体育大会開催事業 
・各種スポーツ大会開催事業 
・土沢スポーツ広場（パークゴルフ場等）活
用事業 

・学校体育施設開放事業 
・スポーツ施設活用事業 
・手話ダンスによる健康づくり事業 
・スポーツボランティア登録・活用事業 

 

12 スポーツ課 

 
 
 
 
 
 
 

・中央図書館耐震補強等改修事業 

8 中央図書館 

・地域を学ぶ普及・体験事業 
・プラネタリウム一般投影事業 
・博物館特別展事業 
・博物館調査研究事業 

・博物館耐震補強等改修事業 

6 博物館 

・アートギャラリー等施設利用促進事業 
・美術品の調査・収集事業 
・美術教育の普及・体験事業（ワークショッ
プの開催） 

・魅力ある美術展覧会事業 
・美術教育の普及・体験事業（ギャラリート
ークの実施） 

・美術館大規模修繕事業 

6 美術館 

30 23 107 合 計 
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